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序 文

本書は、昭和55年度、当センターが北海道開発局札幌開発建設部の委託を受け

て実施した新千歳空港建設用地内の埋蔵文化財調査報告書であります。

新千歳空港建設用地内を流れる美沢川の両岸に総面積17haにも及ぶ広大な遺

跡が連続しており、埋蔵文化財調査は昭和51年に北海道教育委員会ｶｺ着手し、本

年度で5年目にあたります。 54年度までの調査では、重要文化財の指定を受けた

「動物型土製品」等、数々の貴重な新発見資料と100万点にも及ぶ彪大な遺物力ざ

得られており、その成果については、すでに報告書等により、広く皆様に周知さ
れているところであります。

本年度は、美沢川流域の遺跡群のうち、美々4， 5， 6， 7、美沢1， 3の計

6遺跡について調査を実施し、 60数万点の遺物と、従来発見されております周堤

墓と形状を異にする中央にマウンドをもった繩文時代後期末葉(約3000年前）の

墓、繩文時代前期から後期にかけての集落跡等、数多くの貴重な資料を得ること
ができました。

この調査の成果力葡、研究者だけでなく、広く一般の人びとにも活用されること
を願うものであります。

発掘調査の実施にあたって、御指導、御助言を賜わった、文化庁、北海道教育

委員会ならびに北海道開拓記念館、そして、深い御理解と御協力をいただいた、

北海道開発局、同札幌開発建設部に感謝の意を表するとともに、千歳市教育委員

会および苫小牧市教育委員会ならびに御協力をいただいた関係各位に心からお礼
を申し上げる次第であります。
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昭和56年3月

財団法人北海道埋蔵文化財センター

理事長浅井理一郎
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図1 遺跡周辺の地形

二の地図は国土地理院発行の5万分の1地図（千歳） を複製したものである
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土層名および年代
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美沢1通跡･周堤墓

2410±100y.B.P

(Gak-7761)

3790±130y.B.P

(Gak-7762)

美沢第1貝塚

5480=tlO5y.BP

(N-3668)

ll''i苗貝塚

5640±100v.BP.

←Tac(約2000年前）

←第1I黒色土層

←Ta-d(約9000年前）

←第1Ⅱ黒色土層~
←En-a風化層 (Gak-4372)

~

イj珠川2世跡

←En-a降I､.軽石層

←ローム質褐色土層 美々5遺跡
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I 調査の概要

この調査は、現在使用されている千歳空港の東南側に隣接して計画されている、新千歳空港

建設に先立つ埋蔵文化財包蔵地の事前調査である。調査は、昭和51年度から継続して行われて

おり、今年度で第5年次にあたる。
'鶏

惨 1．調査要項

事業名

事業委託者

事業受託者

新千歳空港建設用地内埋蔵文化財発掘調査

北海道開発局札幌開発建設部

財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺跡名、所在地および調査面積

調査面積

,黒 | ,,黒
二十

同’道教委登載番号 遺跡名 所 存 地

美々4遺跡

美々5遺跡

美々6遺跡

美々7遺跡

美沢1遺跡

美沢3遺跡

千歳市美々 988番地

千歳市美々988番地10他

千歳市美々988番地36他

千歳市美々988番地4,1714

苫小牧市美沢164番地10

苫小牧市美沢164番地10
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調査期間：昭和55年5月12日～昭和56年3月31日

2．調査体制

財団法人北海道埋蔵文化財センター理事長

専務理事

業務部長

業務部管理課長

〃 管理課主事

〃 経理課長

〃 経理課主事

〃 経理課嘱託

調査部長

調査部調査第二班長

〃 文化財保護主事

〃 〃

浅井理一郎

岩原市男

馬場治夫

小山内光之

佐川俊一

長谷川睦雄

菅野 聡

石井義男

高橋稀一

森田知忠

大沼忠春

越田賢一郎

#漣

と

(調査総括）

(縦貫道大麻地区兼務）
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I 調査の概要

遠藤

浦辻

木村

鬼柳

増川

矢吹

工藤

香澄（ 〃

栄治（ 〃

尚俊（調査担当者）

彰（美深町楠遺跡兼務）

栄一（ 〃

俊男（発掘，報告担当）

研治（遺物担当）

〃 ノノ

ノノ 〃

〃 調査第三班長

〃 文化財保護主事

〃 〃

〃 〃

〃 〃

寺

二

調査にあたっては、つぎの機関及び諸氏の御指導ならびに御協力を得た。

文化庁、奈良国立文化財研究所、奈良国立埋蔵文化財センター、東京国立文化財研究所、北

海道開拓記念館、北海道教育委員会、千歳市教育委員会、苫小牧市教育委員会、札幌医科大学

助教授百々幸雄、同助手大島直行、室蘭工業大学教授室住正世、北海道大学北方文化研

究施設西本豊弘

3．調査に至る経緯と経過

昭和48年度に新千歳空港の整備計画が決定され、千歳.苫小牧両市にまたがる現空港の東南

に隣接した平坦な台地を利用し、約700haの規模で北海道開発局により建設されることになっ

た。

新空港建設に先立ち、建設用地内の埋蔵文化財包蔵地（以下「包蔵地」 という）の分布調査

が、昭和49年度、 50年度に北海道教育委員会（以下「道教委」という） と千歳市教育委員会に

よって実施された。

分布調査の結果、 229,710m2に及ぶ包蔵地の存在が知られ、主として千歳市と苫小牧市との

境を流れる美沢川流域と、苫小牧市側のフレペヅ湿原の周辺に分布していることが明らかに

なった。

50年度の分布調査結果にもとづき、関係機関による協議がなされ、新空港建設用地内での緑

地保存の合意、発掘区の線引きの再検討が行われた。その結果、発掘区の範囲、面積が確定さ

れ、翌51年8月から道教委によって美々4， 5遺跡、美沢1， 3遺跡の4か所、計4,000m2の

発掘調査が実施された。

52年度は、美沢川右岸の美沢1遺跡、美沢2遺跡の2か所、計18,400m2の発掘調査を行っ

た。 53年度は、美沢川左岸の美々4遺跡(呑口注')、美々5遺跡、美々6遺跡、美々7遺跡、右

岸の美沢l遺跡など5か所、計27,958m2の発掘調査が行われた。 54年度には、美々5遺跡の

一部と美沢川から約2kmほど南下したところに広がるフレペ､ソ湿原周辺に点在する美沢4，

5遺跡の2か所、計31,312m2の発掘調査が行われた。同年9月に財団法人北海道埋蔵文化財

センター（以下「道埋文センター」 という）が発足したのに伴い、調査の主体が、道埋文セン

ターに移り、美沢4遺跡の一部と美沢5遺跡の計10,652m2が調査された。本年度は美沢川流

~
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I 調査の概要

域の遺跡群のうち、美々4遺跡、美々5遺跡、美々6遺跡、美々7遺跡、美沢1遺跡、美沢3
遺跡の6か所、計27,270m2 (延29,490m2) を調査した。

美沢川流域の遺跡群の土層は、図版2に示すように、樽前山、恵庭岳の噴火による火山灰が
何層にもなって堆積している。 この火山灰層間に、上位より、第1黒色土層（以下「I黒層」
という）、第1I黒色土層（以下「II黒層」 という）、第1Ⅱ黒色土層（以下「1I1黒層」 という）の
三つの黒色土層がある。過去3年間の調査では、 I黒層、 Ⅱ黒層、 ローム質粘土層の三層よ'）
遺構・遺物が検出されている。主たる包含層はII黒層である。

54年度に実施した事前調査では、美々4， 5遺でI黒層より遺構・遺物を発見した。

調査は、 この結果にもとづいて、 まずI黒層を覆う樽前a (Ta-a)、樽前b (Ta-b)の
火山灰を重機と人力による除去作業から開始した。 I黒層調査終了後、 6か所の遺跡とも同様
にII黒層を覆っている樽前c (Ta-c)の火山灰をI黒層と同じ方法で除去した。 II黒層調査
は、 まず遺跡全体の遺構･遺物の濃淡を把握するために調査区総面積の25％調査を行った。 。こ
の結果をふまえて、遺構調査、包含層調査を実施した。 II黒層完掘後、 さらに下位へ調査を進
め、恵庭a (En-a)直下のⅡI黒層と支笏軽石流堆積物(Spfl)上面のローム質粘土層におけ
る旧石器時代文化層の遺構・遺物の確認調査を行った。

遺物は、現地で水洗、注記、分類までを発掘調査と並行して実施し、発掘調査終了後、 11月
から翌56年3月まで記録の整理、報告書の作成を行った。

参
一

琴

李

4．調査の要約

美沢川流域の遺跡群の調査は､昭和51年度に開始して､本年度で4年目にあたる。54年度は、
美沢川より約2km南方にあるフレペツ遺跡群の調査を行った。

本年度は、美沢l l l左岸にある美々4， 5， 6， 7遺跡、右岸にある美沢1， 3遺跡の計6遺
跡について発掘調査を実施した。調査面積は、第1黒色土層が2,220m2、第1I黒色土層が27,

270m2で計29,490m2である。

遺跡からは、東方はるかに日高山地の山波、夕張の山々、西方に噴煙を上げている樽前山、
恵庭岳を眺めることができる。美沢川は、その源を遺跡群より約lkm上流で発し、本流の美々
川に合流し、流れは、南下してウトナイ沼から勇払川を経て太平洋に注いでいる。

遺跡周辺は、樽前山、恵庭岳などの火山灰が厚く堆積しており、標準層位は、図版の2にみ

るように、上位より表土（現在、主としてナラ、 カシワ等の落葉樹林)、樽前a (Ta-a)、樽

前b (Ta-b)、第1黒色土層（以下「I黒層」という）、樽前c (Ta-c) 、第1I黒色土層（以
下「11黒層」という）、樽前d(Ta-d)、第1II黒色土層（以下｢IⅡ黒層」という）、恵庭a (En-
a)、 ローム質粘土層、支笏軽石流堆積物(Spfl)の順になっている。

過去3年間の調査では、遺構・遺物は、 I黒層、 II黒層、 ローム質粘土層より検出されてい

垂
．

1典
季

注1 呑口：美沢川のボックス・カルバート主水口部分の川床下包含層

－6－



I 調査の概要

るが、本年度の調査では、わずか一例であるがIII黒層より遺物が出土している。 これは、本年

度調査の出土遺物の中では、 もっとも古い時期に位置づけられるものである。

調査は、遺跡を覆っている厚い火山灰を、重機と人力で除去する作業から開始した。遺構・

遺物の主たる包含層は、 II黒層であるが、美々4， 5遺跡では、 I黒層でも遺構・遺物が検出

されている。次に、各遺跡を要約すると以下のようになる。

美々4遺跡

本遺跡は、美沢川左岸にあり、本年度調査し'た遺跡群の中ではもっとも上流にある。調査面

積は、 I黒層が1,170m2， 11黒層が7,150m2である。

I黒層では、斜面下位に6か所のピットが検出された。出土した土器は、いずれも繩文時代

の晩期のもので、 6か所のピットは、いずれもこの時期の可能性が強い。

II黒層からは、住居跡62か所、周堤墓2か所、溝をもつ墓4か所、土壌墓28か所、Tピッ

l、 24か所、 その他のピット75か所、焼土109か所が検出された。

住居跡は、時期の判別できるものは繩文時代前期35か所、後期19か所で、時期不明が8か

所である。前期のもは、台地上に2か所、他は、斜面下位の低地に集中している。後期も前期

と同様に、斜面下位の低地に集中している。前、後期の住居跡は、遺物の密集部分とも一致し

ている。

墓は、美沢l、美々5遺跡で53年度発見された周堤墓と類似するもの力ざ2か所(BS-1、 2)

従来の周堤墓と形状を異にし、溝で墓域を区画し中央部にマウンドをもつもので、複数の土擴

墓を伴うものがlか所(BS-3)、溝をもつもので中央部に単一の土擴墓のあるものが3か所

(BS 4、 5， 6)、土壌墓が28か所検出されている。その中で溝をもつもの(BS-3、 4，

5， 6）は、美沢川流域の遺跡の中では初めての発見である。従来の周堤墓と溝をもつものと

の時間的関係については、BS-1がBS-3よりも層位的に古いことがとらえられている。ま

た、墓の多くは、後期のものと思われる。

人骨の遺存状態はよくないが、遺存している骨、墓曠の規模からみると、埋葬形態には、伸

展葬と屈葬があり、 P-114のような2体合葬例や、 P-67のような複数合葬の例もある。周

堤墓には、伸展葬が多く、頭位は、ほとんど北西方向である。

副葬品には、 うるし製品、石棒、石斧、石鎌、サメの歯、土器等がある。

Tピットは、平面形が細い溝状のものと、ややI幅の広い長円形で底に小ピットをもつものと、

もたないものがある。 また、 これらは、台地上にみられるように意図して配列したと思われる

ものと、斜面から低地にあるようにそうでないものとがある。24か所とも時期は不明であるが、

P 3は、H－1よりも層位的に新しいことがとらえられている。

その他のピットは、いずれも、時期、機能、用途等が不明である。

焼土は、 109か所と非常に多い。ほとんどが、斜面下位の低地に集中しており、シカ、海獣、

魚等の細焼骨片を含んでいる。出土遺物等から、多くは、後期末葉のものと思われる。

遺物は、早期から晩期までの土器･石器等が、 486,307点出土しており、本年度調査遺跡の中

~
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I 調査の概要

ではもっとも多い。土器では、後期が約78％、次いで晩期が約14%を占めている。後期の中で

は、 IV群c類（堂林式）がもっとも多い。遺物は、台地上と斜面下位の低地との2つの地区に

集中している。 とくに、調査地区の低地から水付にかけての南西部では、 20数万点にも及ぶ遺

物が出土している。水付地区については､52年度の美々4遺跡の呑口調査と同様に､水洗によっ

て遺物収集を行った。 また、 111黒層から、両面加工の石器がl例出土した。

美々5遺跡

本遺跡は、美沢川左岸にあり、美々4遺跡の東側に連続している。調査面積はI黒層が1,050

In2， Ⅱ黒層が8,450m2である。

I黒層では、遺構は検出されなかったが、晩期の遺物が少量出土している。

II黒層からは、住居跡4か所、土擴墓8か所、Tピット35か所、その他のピット17か所、

焼土lか所が検出された。

住居跡は、早期lか所、中期2か所、時期不明lか所である。このうち、中期の2か所(MB

H－1、MBH-2)は、比較的規模の大きいもので、MBH-1が'Ⅱ群b－2類(柏木川式)、

MBH-2がIII群b－3類（北筒式）の土器を伴出している。

土擴墓は、 8か所検出されたが、 このうち時期の判別できるものは、後期4か所(MPテ

35～38)、前期lか所(MP 49)の計5か所である。MP-36では､合葬されていたと思われ、

焼骨を含んでいた。焼骨の埋葬例は、美沢川流域の遺跡群のこれまでの調査では、はじめてで

ある。副葬品としては、映状耳飾、石斧、つまみ付きナイフ等が出土している。

Tピットは、 35か所検出されているが、これらが、台地上や斜面上にそれぞれ意図して配列

されているようで、美々4遺跡と関連するものもあると思われる。いずれも時期は不明である

が、MP-24は、MBH-2の住居跡を切っており、中期末よりも新しく位置づけられる。

遺物は、早期から晩期までの土器、石器等が49,900点出土した。土器は、早期が約41％、次

いで、前期が約30%を占めている。遺物は時期によって分布に濃淡があるが、ほぼ調査地区全

体にみられる。

美々6， 7遺跡

両遺跡とも美沢川左岸にあり、浅い小沢を挾んで近接している。調査面積は、 6遺跡が3,450

rn2， 7遺跡が2,400m2である。

6遺跡では、Tピット7か所、その他のピ､ソトlか所が検出された。Tピットは台地上を東

西に並ぶものと台地の周縁に沿って並ぶものがある。いずれも時期不明。その他のピ､ソ トから

は、つまみ付きナイフが2点出土しており、時期は早期末と思われる。

遺物は、早・前・後・晩期の土器・石器等が12,507点出土しており、土器は早期力:約96％と

圧倒的に多い。

7遺跡では、焼土lか所が検出された。焼土は獣骨の細焼骨片を含んでおり、付近から晩期

の遺物が出土しているので、 この時期の可能性が強い。

遺物は、早・前・晩期の土器・石器等が6,970点出土した。土器は約98％が早期である

芦
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I 調査の概要

美沢l遺跡

遺跡は、美沢川右岸の台地から斜面下位の低地にかけてあり、美々4遺跡の南側対岸にある。
調査面積は、 2,340m2である。

遺構は、住居跡14か所、土擴墓4か所、Tピット3か所、その他のピット76か所、焼土23
か所、 カワシンジュ貝の小ブロックが’か所検出された。

住居跡は、前期lか所、中期lか所、後期8か所で、その他は、時期不明である。後期の8
か所の住居跡は、 IV群b類のほぼ同じ時期のものである。

土擴墓は、前期がlか所、後期が3か所である。後期の3か所のうちlか所(P-12)は、

周堤墓の土擴墓と形状がよく類似しているので、周堤墓の可能性もある。

Tピットは3か所とも時期不明で、意図した配列はみられない。

その他のピットは76か所検出されたが、時期の判別可能なものは、中期lか所、後期15か
所、晩期9か所である。

焼土は、 23か所検出されており、獣骨の細焼骨片を含むものが多い。分布は、斜面下位の低

地に集中しており、いずれも晩期の可能性が強い。その他、 カワシンジュ貝のブロックが斜面

典

〃

崖 下位の低地から検出された。

遺物は、早期から晩期までの土器.石器等が36,528点出土している。土器は、後期が約74％

次いで晩期が約’9％占めている。遺物は斜面下位から低地に集中している。
美沢3遺跡

遺跡は、美沢川右岸にあり、美々7遺跡の南側対岸の台地から斜面下位にかけてある。調査
面積は3,480m2である。

遺構は、Tピット lか所、その他のピット3か所が検出された。その他のピットlか所は、
晩期の可能性があるが、他は、時期不明である。

遺物は、早期．前期．晩期の土器.石器等が721点出土した。土器は、約98%が早期である。

なお、美々4， 5， 6遺跡については、旧石器時代文化層の確認調査を実施したが、遺構．
遺物は検出されなかった。

吾
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I 調査の概要
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II 調査の方法

II調査の方法

1．発掘調査の方法

(1)発掘区の設定

発掘区の設定にあたっては、昭和50年度に実施された分布調査の際に用いた50mメッシュ
を基本として、この大グ'ノツドは東から西に向かって50mごとにa、A1、A2……E[、E2のア
ルファベットで、北から南へ向かって1， 2， 3……64， 65， 66のアラビア数字で示した。 さ
らに、 この大グリッドを5×5mの小グリッドに細分し00～99までの番号を付した。 よって、
発掘調査の最小単位となる発掘区は「E]-66-02」のように表示されることになる。 （図3)
（2）遺構の表記

発見された各種遺構は、住居跡をH、周堤墓および溝をめく、らした墓をS、土擴墓、Tピッ
ト、その他のピットをP、焼土をFと表記した。なお、美々4遺跡から発見された遺構につい
てはその略号の前にB(例、住居跡-BH)を、美々5遺跡では、 L、M、MBの地区記号を付
してある。

（3）土層名の表記

本遺跡群における標準土層は下記の略号で示してある。

Ta-a :樽前a降下軽石層

Ta-b :樽前b降下軽石層

Ta-c :樽前c降下軽石層(c｣=上層: C2==下層）

Ta-d :樽前d降下軽石層(d｣=上層: d2=下層）

En-a :恵庭a降下軽石層

Spfl :支笏軽石流堆積物

I黒：第1黒色土層

Ⅱ黒：第1I黒色土層

ⅡI黒：第1Ⅱ黒色土層

なお、遺構等の土層中にみられる》、＞､＋などの記号は下記のとおりである。
A>B:AはBより多量に含む

A>B:AはBより多く含む

A+B:AとBとが同量に含む

（4）水付部分の包含層調査

美々4遺跡の南斜面下位では、火山灰(Ta c)除去の段階から水が湧き出してきており、

II黒層を表出したとき、標高7m位のところは完全に水没していた。過去、何回か行われた分

坐

夕

‘萌単

聾

~

卜

生

布調査では遺物の包蔵量が最も多い地区として確認されていた。そこで、当初は、ポンプによ

る排水を予定していたが、相当の水量があるため、水付部分を区別して(1～4区）区ごとに

バックホウによって土砂を掘り上げ、その掘り上げた土を大型ネットスクリーン上に置き、そ

－11－
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II 調査の方法

坐

れにポンプアップされた水を噴射して、土砂を飛ばす方法によって遺物の採集を行った。なお、
区割されたグリッドは、 1区(D2-64-84, 85, 94～96)、 2区(D2-65-54， 55， 64， 65， 74，
75)、 3区(E,-65-04～06, 14～16)、 4区(E1-65-24～26, 34～37)である。

2．整理の方法

本年度は発掘調査と併行して、現地で水洗、注記、分類、遺物カード、遺物台帳の作成を、
冬期間を主に、復元、実測、 トレース、記録類の整理等の作業を行った。各作業の内容は次の
とおりである。

（1） 注記：遺物に遺跡名、発掘区、遺物番号、層位を記入した（例、包含層出土遺物:B-
4 （遺跡名略号)、 E』－65－23 （発掘区)-60 (遺物番号)、 IIB(層位) :遺構出土遺物:B-
4 （遺跡名略号)、BH-1 (遺構番号略号)-3 (遺物番号)、床（層位))｡

（2） 分類：出土遺物は整理作業の能率を計り、収納を効果的にするため、便宜的にA、 B、
Cの三段階のランクに区分し、 それぞれ別に示す分類基準(｢11， 3 遺物の分類」の項参照）

に従って分類した。

（3） 遺物カード ：カードは土器、石器二種類のカードを使用して、遺跡名、発掘区、遺構
番号、遺物番号、出土層位、分類、点数、遺物のランク、発掘年月日などを記入し、土器は口

縁部、胴部、底部の部位別点数を、石器は石質及び、必要に応じて重量、厚さ、幅、長さなとﾞ

の計測値を記入した。遺物カードは発掘区ごと、遺構ごとに通し番号をつけている。

（4） 遺物台1帳：遺物カードの索引簿的性格のもので、遺物カードの通し番号順に、 カード

の記載事項の一部を転記したものである。

（5） 実測・ トレース：本書に掲載した土器石器等は基本的に次の縮尺で統一している。土

器実測図； 1 ： 6，拓本； 1 ： 3、石器実測図； 1 ： 3、石皿、砥石などの大形のものは必要

に応じて1 ： 6、一部変則的なものがあるが、 スケールを付して示す。

（6） 写真記録： 6×7， 35mmを使用。フイルム台帳、写真索引カードを作成。

（7） 図面記録：図はアパチューアカードで保存。報告書掲載の遺構図は、基本的に縮尺は

l :60である。

なお、調査終了後の遺物および記録は、北海道教育庁文化課で保管されている。

竃

＝

命

グー！

〃

’
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11 調査の方法

3．遺物の分類

本年度は、 これまで行われた美沢川流域の遺跡群の発掘調査と同様、繩文時代早期から晩期

各時期に属するぼう大な数の土器が出土している。土器の分類は昭和51年度以来､新千歳空港
注－1

建設用地内における発掘調査で示されてきた基準を受け継いでいるが、同じ方針で分類を行っ
性2

ている、北海道縦貫自動車道江別地区の発掘調査による成果も取り入れ、さらに、本年度の新

知見によって補正した。石器についても、 これまでに得られた資料に、本年度出土した新資料

を加えて分類を行った。編年的研究が十分進んでいないため、形態分類と機能分類とを併用し

た。

（1）土器

<I群＞

繩文時代早期に属する土器を本群とする。本群は大き<a類、 b類の二つに分類される。

a類：貝殼腹縁圧痕文、条痕文のある土器群。本年度の調査では出土していない。

b類：繩文、絡条体圧痕文、組ひも圧痕文、 より糸文、貼付文等が施される土器群。東釧路

、
ザニF

十

I
ⅡI式、 コッタロ式、中茶路式、束釧路IV式に相当するものがあり、以下四つに細分される。

b－1類：東釧路ⅡI式に相当するもの。

b－2類： コッタロ式に相当するもの。

b－3類：中茶路式に相当するもの。
注－3

b－4類：束釧路1V式及び吉野V式に相当するもの。

<II群＞

胎土に多量の植物性繊維を含む厚手の土器で、繩文時代前期に属するとみなされるものであ

る。本群はa類とb類に分類される。

a類：繩文尖底土器群。一般に綱文土器として区分されるものと、それ以外のものとに細分

される。

a－1類：綱文土器とそれに伴う羽状繩文土器

a－2類：斜行繩文、羽状繩文が施された中野式、 トビノ遺跡出土資料に類似するもの、 ト

ドホッケ式、春日町式に相当するもの。

b類：円筒下層式、植苗式に相当するもの。四本丸組ひもの回転圧痕文が施された土器を含

む。 4本丸組ひもの回転圧痕文が施された土器は、前出のII群a類に分類される可能性力ざある

が、便宜的に本類に含める。
注－4

石川野出土資料に相当するものがあるが、仮りにII群a類とし、類の細分を保留する。

<IⅡ群＞

繩文時代中期に属する土器を本群とする。本群は大き<a、 b二つに分類される。

a類：円筒上層式土器

b類：天神山式、柏木川式、北筒式に相当するもので、 さらに三つに細分される。

b－1類：天神山式に相当するもの。

由f

畦

為′

To
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II 調査の方法

’

b－2類：柏木川式に相当するもの。

b－3類：北筒式に類似するもの。

<IV群＞

繩文時代後期に属する土器群である。 a、 b、 cの三つに分類される。

a類：余市式、入江式に相当する土器群。

b類：手稲式及び茶津洞穴1V層出土資料に相当する土器群。

c類：堂林式及び茶津洞穴1I1層出土資料に相当する土器群。本類にみられる突瘤文が施され

た粗製土器には、V群に属するものと判別の困難なものがある。

<V群＞

繩文時代晩期に属するものを本群とする。 a、 b、 cの三つに分類される。

a類：大洞B式に相当するもの。上ノ国式に類似するものも含める。

b類：大洞C!、C2式に相当するもの。

C類：大洞A式に相当するものを含め、 タンネトウL式を中心とする土器群。

<VI群＞

続繩文時代の土器を本群とする。本年度の調査では出土していない。

〈Ⅵ1群＞

擦文時代の土器を本群とする。

夕
Q口

亀

電
圧

1）北海道教育委員会1979 「美沢川流域の遺跡群 1I1」
財団法人北海道埋蔵文化財センター 1980 「フレペツ遺跡群」
2）財団法人北海道埋蔵文化財センター 1980 「大麻1遺跡・西野幌l遺跡・西野幌3遺跡・東野
幌1遺跡」

3）浦幌町教育委員会1978 「吉野遺跡浦幌町吉野遺跡発掘調査報告書」
4）児玉作左衛門、大場利夫 1949 「函館市春日町出土の遺物について」北方文化研究第9輯

’

P~1

＜令

、八
一
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II 調査の方法

（2）石器

石器については、いわゆるトウールのほかに石核も含めて、剥片石器と礫石器と大別し、前

者を，～IVの4群に、後者をV～Xの6群に分類した。 〈主な石器類＞

雲霧
<I群＞

やじり ．やり先類

尖頭部をもつもの

A:石やじり

IA2al :石刃雛（本遺跡群では出土していない｡) IA2a lA2b lA2c

2 ：細身で薄いもの。基部が内湾するものもある○

驫懲鶴a :柳葉形のもの。

b :五角形になるもの。

IA3aC :基部が内湾するもの。 IA3a lA3a

3 ：三角形を呈するもの。

鍵 錨 禽a :基部がたいらなもの。

b :基部にえ〈、りがあるもの。

IA3b lA3b lA3b
C :基部の両端にえぐりがあるもの。

拳警鐘
d :基部と先端部の間にえぐりがあるもの。

4 ：茎をもつもの。

a :茎をもつもの。茎の基部にえく･りの入るものをIA4a lA4a lA4blA4a

~ …~ ・~

：
IA

静

メ〆

､喉

痔←

5b

6 ：木葉形もしくは、円基のもの。

B:石やり

l :茎部をもつもの。

a :茎をもつもの。茎の基部が平らなものとえぐり

の入るものを含める。

b :ひし形を呈するもの。

毛哩

IB1b
IB1a

2 ：明瞭な茎部のつくりがみられないもの。

a :幅が広いもの。

b :細長いもの。

<II群＞

穿孔具類

f

IB2a lB2b

15



II 調査の方法

A:刺突部をつくり出したもの｡(刺突部が複数あるもの

もある)。

1 ：周辺加工のある剥片に刺突部がみられる。

2 ：剥片に刺突部がみられる。

B:回転による磨痕がみられる。

1 ：棒状のもの。

2 ：つまみがつくり出されたもの。

<III群＞

ナイフ・スクレイパー類

A:つまみ付きナイフ

1 ：縦形のもの。

a :二次加工が片面全体に施され、表面右側縁に急

角度の刃部をもつもの。

b :二次加工が片面全体に施されるもの。

C :二次加工が周縁に施されるもの。

d ;両面加工のもの。

e :身部底辺の刃部が内湾するもの。

2 ：横形のもの。

3 :つまみのえりくゞりに刃をもつもの。

4 ：バチ形で先端部に刃をあるもの。

B:スクレイパー

1 ：石くらと称されるもの。

a :片面加工のもの。

b :両面加工のもの。

2 ：長円形のもの（先端が尖っているものを含む)。

a :片面加工のもの。

b :両面加工のもの。

3 ：まる形のもの（ラウンド ・スクレイパー)。

4 ：棒状で尖端部をもつもの。

5 ：エンドスクレイパー（急角度の刃部をもつもの)。

6 ：えくゞりこみをもつもの。

7 ：不定形で一辺もしくは二辺に刃部をもつもの。

<IV群＞

石斧類

A:石斧

＃：●
D

C ⅡA1
0

零
』

ⅡA1
｡

ⅡB1 0

Ⅱ81

零審 零〆●
○

・ⅡA2 IB2
、 ⅡA2 IB2

ⅢA1b

ⅡIA1d

簿式

IIIA1a

・心

ざ，~

厚

IIIA1c

蕊蟻驫
IIIA4 IIIA3 111A3

鰹鰻畿

iIIA2

！
IIlB1a HIB1b

lllB2a

ⅢB7

夢少

督
一

IIiB2b

識~鐙“鐘
IIIB5
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II 調査の方法

擦り切り手法によってつくられたもの。

全体に研磨されているもの。

素材を大きく変形することなく刃部のみに研磨さ

れているもの。

打製石斧

ペッキングによって整形されているもの。

１

２

３

I

盛
ｌ１

１

ｌ

ｌ

牙

‐

１４

５ ●、 ノl
、 ＝IIMg

ⅣA2

B:石のみ

<V群＞

たたき石・台石類

A:たたき石

1 :棒状の一端もしくは、両端にたたき痕がみられる

もの。

2 ：扁平礫の周辺にたたき痕がみられるもの。

3 ：扁平礫の腹・背面にたたき痕がみられるもの。

B:台石

1 ： くぼみ石と称されるもの。

2 ：ストーン・ リタッチャー

3 ：台石

<VI群＞

すり石・石皿類

A:すり石

1 ：北海道式石冠と称せられるもの。

2 ：扁平礫を半円形に粗く打ち欠き、その周縁をすっ

たもの。

3 ：断面力:隅丸三角形の礫の稜をすったもの。

4 ：扁平礫の側縁をすったもの。

B:石Ⅲ

〈Ⅵ1群＞

石鋸・砥石類

A:石鋸

B:砥石

1 :研磨面に溝があるもの。

2 ：研磨面だけのもの。

〈Ⅷ群＞

石錘

今

ⅣA1

〔
川
Ⅱ
Ⅱ
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅷ
ｖ
叩
〔
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｗ
Ｖ
卵

〔
州
州
州
仙
川
川
岬
岬
榊
〕
‐

国

ⅣA3

ざ

零

ⅣA5
茅

I

傘

VA2

季
血
梨
御

VA1

VA3

ⅥA1

ず

グ

ー

端

E'q_ 、

ロ
ノ 、

ⅥA3

X
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II 調査の方法

A:石錘

l :打ち欠きを4か所もつもの。

2 ：長軸の両端に打ち欠きをもつもの。

3 ：短軸の両端に打ち欠きをもつもの。

<IX>

石核

<X群＞

加工痕・使用痕のある剥片・礫

･わ

に二二二
千

ⅦB2

この他に石器原材となる礫や剥片~石製品､土製品
2）

がある。 ⅧA1

1)石製品には石棒・玉類・映状耳飾・皿形石製品なとﾞ

がある。

2）土製品には、耳飾・オロシガネ状土製品・垂飾など
がある。

ｺｰ
ⅦIA2

mA3

8．岩質名の略号はつぎのとおりである。

Aga. めのう Grano・花崗閃緑岩

And.安山岩 Mud. 泥岩

Bl-Sch. 黒色片岩 Ne. 軟玉

B1-Mud・ 黒色泥岩 Obs. 黒曜石
かんらん

Che. 珪岩 Per. 撒犢岩

Gni. 片麻岩 Pet-Wood. 硅化木

Gr-Mud. 緑色泥岩 Pum・ 軽石

Gran. 花崗岩 Sa・ 砂岩

争

山

石

砂質灰

岩

岩

凝

怜
嘩
鼈
糯
“
鉋

１

，

正

。

ａ

ｕ

ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｃ

ｅ

ｈ

、

、

、
~~~

岩石の肉眼的鑑定は、北海道開拓記念館研究職員赤松守雄氏に依頼して行った。

角蛮
声＝

盆
ｰ
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包含層出土の遺物
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IⅡ美々4遺跡

図版i

Ｆ
｛

単

家

BH-1 全景

油

沙

BH-27出土土器上 BH-1 出土土器

下包含層出土土器
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111 美々4遺跡

図版 11

心
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Ｆ

・~

BH-21 全景

､両

L

BH-21 遺物出土状況 BH-21 出十zl三器
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ⅡI 美々4遺跡

図版iii

4
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公

BS－1全景

lIl1十七器BS-1 ・P-5 1 BS-1
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1I1 美々4遺跡

図版iv

少

塾

BS-4調査状況

夷

：

豆

BS－4全景

－27



が

■

ベ

1



111 美々4遺跡

図版v

､

BS-5 ・P－l

BS-5 出土土器BS－5 全景

吟

且

BS-6 全景
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1I1 美々4遺跡

Ⅲ美々4遺跡

1．遺跡の概要

遺跡は美沢川左岸の標高約25mの台地とそれに続く斜面､および川岸の標高約7.5mの低い

段丘面と水付部分に広がっている。台地と段丘面を結ぶ斜面は川に向かって急で、 これによっ

て斜面下位の地区が東西に二分された形になっている。

調査面積はI黒層が1,170m2， 11黒層が7,150m2，計8,320m2である。

士層は図版2に示した柱状図と基本的には同じである。ただ、急斜面ではII黒層は薄< (5

~10cm)なっており、Spflが露出しているところもあった。台地上でのII黒層の厚さは30cm

前後、標高がI0m以下のところでは40～50cmとなっている。

包合層はI黒層、 11黒層、 ⅡI黒層の3層である。

I黒層からはピットが6か所発見されている。いずれも斜面下位に検出されており、 I黒層

中から掘り込まれ、床はII黒層に達していた。形は円形ないしだ円形を呈している。遺構内か

らわずかであるが炭化物、土器片などが出土しており、 これらピットの用途、機能をつかむま

でには至らなかった。

遺物は土器と石器が出土している。土器の69％が繩文時代晩期(V群）のもので、ほとんど

がV群c類に属するものであった。他に、前期(II群)、後期(IV群)の土器が出土しているが、

これらは遺構の掘り込みの際にII黒層から掘り上げられたものと思われる。

II黒層では、台地上と斜面下位の二つの地区に遺構が集中して発見された。遺構は、住居跡

62か所、周堤墓2か所、溝で区画された墓4か所、土擴墓28か所、Tピット24か所、その他

のピット75か所、焼土109か所である （付図l)｡

住居跡はそのほとんどが斜面下位（標高7.5～14mの間）から発見された。平面形、規模、

出土遺物などから、繩文時代前期のものと後期のものとに大きく分けることができた。

周堤墓、溝で区画された墓、土壌墓などは台地上に多く、斜面下位からは土擴墓7か所が検

出されただけであった。台地上の墓は、埋葬形態、埋土の状態、副葬品、土器などから、ほと

勺

で

』『

幸

んどが繩文時代後期のものと考えられる。

Tピットは台地上から台地縁辺部を通り、 さらに美々5遺跡の西側斜面へ連なるような配列

を示すものと、斜面の急なところや斜面下位などから発見されたTピットのように配列されな

いもとのがある。時期を確認できるような資料は得られなかった。

焼土は斜面下位の西側から集中して発見されている。焼土中には土器、石器のほか、獣骨(シ

カが多い)、海獣骨、魚骨などが混入していた。また、焼土がII黒層中に三重に重なっていると

ころもあった。焼土内から出土した土器の大半はIV群c類に属するものである。

遺物は51万点近く出土している。遺物の80%は斜面下位の西側（特にE,-65のグリット）

から得られている。包含層出土遺物の83％は土器で、そのうちIV群に属するもの力:多く、59%

を占める。次いで、V群、 II群、 ⅡI群、 I群となっている。特にIV群、V群は、水付部分に濃

命

則弓

1．

－41－
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密な分布状態を示している。石器は剥片石器、礫石器、フレイク・チップ．、礫片など約65,000

点出土している。そのうち剥片石器は9％、礫石器は3％、フレイク・チップ、礫片は88％の

割合となっている。剥片石器では、やじりが最も多く約65％を占め、次いでつまみ付きナイフ、

スクレイパー類である。礫石器では、石斧、たたき石、すり石が多く、合わせて礫石器全体の

約73％を占める。石錘はきわめて少なかった。石器は斜面下位の西側地区に濃密な分布状態を

示しとくに、やじり、つまみ付きナイフ､スクレイパーなどが密で､これらは焼土の分布とほぼ

一致している。土器、石器のほかに土製品、石製品、歯牙製品などが出土している。土製品に

は耳飾、土製勾玉、土版などがあり、なかでも耳飾りが多い。石製品には石棒、玉類、皿形

石製品などがある。石棒は大半が土擴墓から出土しており、玉類も土墳墓から出土したものが

多かった。土製品、石製品の分布状態は、土器、石器の分布状態と同じ傾向を示している。

IⅡ黒層からは石器が1点出土している。出土地点はBH-33に接したところ (E]

-64-19）である。石器出土地点周辺および台地縁辺部の1I1黒層の調査を行ったが遺構、遺物

は検出されなかった。

En a層下のローム層上部における旧石器時代文化層の確認調査を行ったが、検出されな

かった。

凸

少

註

季

季

凶

ql

42－



ⅡI 美々4遺跡

表’ 美々4遺跡出土遺物一覧

菫示
~~

数

I黒層出土点数
分類勺 称f二J

数

３

３

５

７

７

１

６

２

２

１

９

８

８

４

１

７

０

１

８

０

点

２

５

１

８

３

１

６

８

９

９

０

０

７

５

３

０

２

４

５

７

土

１

５

３

７

２

５

８

１

３

３

４

〃

３

２

２

２

０

２

４

出

２

層

５

創

抑

卯

釣

型

帥

里
州Ⅱ

器Ib-4

11a－1

I1a－2

11a－

IIb

llla

Ⅲb－1

ⅡIb－2

111b 3

I11b－

IIIⅣa

Ⅳb

Ⅳc

ⅣVa

Vb

Vc

V－

不明

士

喝

１
｢ーヘ可ハ

0．．lb

号

？

”
｜
皿
－
６

７
’
１
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111 美々4遺跡

2．遺構・遺構出土の遺物

遺構は台地上と斜面下位の二つの地区に集中して発見された｡台地上から発見された遺構は、

住居跡3か所、周堤墓2か所、溝で区画された墓4か所、土壌墓21か所、Tピット 12か所､そ

の他のピット16か所で、斜面中復（標高15～22m)では、Tピット9か所、その他のピット

9か所、斜面下位（標高7.5～14m)では、住居跡59か所、土擴墓7か所、Tピット3か所、

その他のピット5()か所、焼土109か所などが発見されている。 （付図1)

住居跡 （図33～67、 a、 b)

発見された住居跡は、平面形、規模、出土遺物などから縄文時代前期と後期に時期が判別で

きるものもあるが、 出土遺物が多時期にわたるもの、あるいは、 まったく出土しなかった住居

跡は時期不明のものとして一括した。

前期の住居跡(BH 1～3， 6， 10， 12， 19， 20， 22， 27、 29～35, 37～40, 43～45， 47，

48， 50， 51， 54～56， 61， 62， 69)は斜面下位に33か所、台地上に2か所ある。 （図a)

台地上から発見された住居跡(BH-1、 2)

BH-1 : 発掘区の北側にある。隅丸長方形を呈する。 II黒層中から掘り込まれ、床は

Ta-d2面で、平坦である。床のほぼ中央部から炉跡が検出された。炉跡の掘り込みは1Ocmぐ

らいである。柱穴|ま壁際につくられており一周する。住居跡内にあるTピット (BP-3)は

＃

寺
』

覆土中から掘り込まれており、住居跡よりも

新しい。覆土中から土器、石器が出土してい

る。出土土器片の約63％はII群b類(植苗式）

のものである。図33－1の土器は壁際の覆土

中から出土したもので、胴部中位以下を欠き

％程残っている。 口唇部は平坦で口縁部下に

3mm幅の粘土紐が貼りつけられている。口

唇部、粘土紐には縄文が施され、胴部の内外

面には羽状縄文が施文されている。

BH-27: Bm-1の南側にあり南壁の

｜狸に鵜している~隅九．一部がBS-3の

方形を主とする。 ]I黒層中から掘り込まれ、

床はEn-a面で平坦である。炉跡は床の南

東壁寄りに検出されたが掘り込みは確認され

… ~、

するものと思われ・住居跡内に土擴墓が2

か所検出されていが、 これらは覆土中から

掘り込まれたもの 、ある。覆土中から土器と

石器が出土してい ・出土土器片の約77％は

客

7

~64

州
泪
口
行喪言｣＋|:’ ’ 卜H

5６

、~

み

己

－44



IⅡ美々4遺跡

Ⅱ群b類（植苗式）のものである。図34-1の土器は北壁に近いところからまとまって出土し

たものである。全体のおよそ％が残っている。筒形を呈し、胴部は底部付近でややすぼまり底

部が張り出すような形になっている。口縁部下には2cm幅の粘土紐が貼り付けてある｡胴部の

内外面には縦の羽状縄文が施文され、底面にも縄文が施されている。

斜面下位（標高7.5～14mの間)から発見された住居跡は33か所ある。これらの住居跡は、

平面形、規模、柱穴の位置などから以下のグループに分類した。

①隅丸長方形を呈し、壁および外周に小柱穴があるもので、長径が短径の約2倍近くなる

もの（6×3m内外)｡BH-2とBH-10が相当する。 BH-2、 BH-10ともに10～11m

の等高線に沿ってつくられている。いずれもII黒層中から掘り込まれ､壁は垂直に立ち上がる。

床はEn-a面にあり平坦である。 II群a類に属する土器片が出土している。

②隅丸長方形を呈し、①に比してやや丸味をもっている(長径5.08×短径3.54m前後)も

ので、 BH-20、 48， 50が相当する。

BH-20:D]－65-30区の浅いくぼ地､12mの等高線上に沿うような状態で発見されている。

壁は垂直に立ち上がる。床はEn－a面にあり平坦である。壁際および外側に10数個の小ピット

が検出されたが本跡に直接関係するかどうかは不明である。南西壁寄りのところから土擴墓

(BP－52)が検出されているがあとから掘り込まれたものである。覆土中から少量であるがII

群a－2類の土器片が出土している。

BH-48: 斜面下位の水付部分(D2-65-92,93)にある。 II黒層中から掘り込まれている。

浸水が著しく、住居跡のほとんどが冠水しており、床の状態、炉跡、柱穴の有無などは確認さ

れなかった。本跡は8mの等高線の下にあり、等高線に対して斜めにつくられている。出土土

器の約80％がII群a類のものである。

BH-50: 斜面の西側･水付部分に近いところ(E』-65-23)にある。 II黒層中から掘り込

まれ、床はEn-a面にある。南壁の立ち上がりは確認できなかった。西壁のところでBH-62

と切り合っている。 8mの等高線に沿ってつくられている。出土土器片の約85%はII群a類の

ものである。

身

▽

唾

蚕

③平面形は②に近いものであるが規模が小さいもの(長径3.4×2.4m前後)で9～12mの

等高線の間につくられている(BH 12、 14， 17， 19， 22， 32、 34， 38， 44， 47， 69)｡BH-47

を除いて長軸が等高線に沿っている。 (BH-47は等高線に直交する）さらに細分すると卵形に

近い形のものと、②のタイプの住居跡を小規模にしたものとに分けられる。 これら住居跡に共

通した点をあげるといずれも11黒層中から掘り込まれ、床はEn-a面にあり平坦である。床を

平坦にするために斜面側の壁を深く斜面下位の壁を浅く掘り込んでいる。ほとんどの住居跡か

らII群a類の土器片が出土している。

④隅丸方形を呈し、長径と短径の長さの比率があまり変わらないもの(長径2.65×短径2．

56m前後）で、 8～13mの等高線の間に分布している (BH-3、 33， 35， 37， 43， 45， 61，

62)｡BH-3とBH-43以外はE｣線から西側にある。共通する点をあげると、 II黒層中から掘

蚕

幸

夕
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1I1 美々4遺跡

り込まれ、床はEn-a面にあり、平坦である。 II群a類の土器片の出土がある。BH-33では

床の中央部から台石が検出された。

⑤円形に近いもので比較的小規模なもの(BH-6、 39， 54)で10mの等高線から水付部

分にかけてある。 II黒層中から掘り込まれている。床がTa-d2面にあるもの(BH-6､54)と

En-a面にあるもの(BH 39) とがある。壁際に小柱穴があるもの(BH-6、 54)、外周に

小柱穴があるものにはBH-39がある。いずれも覆土中からII群a類の土器が出土している。

⑥不整形なものを本タイプ．とした。水付部分に2か所(BH-55、 56)、 13mの等高線上に

2か所(BH-29、 30)ある。BH-29と30は接しており、BH-55と56は切り合っている。

いずれもII黒層中から掘り込まれている。床がEn-a面にあるもの(BH-29、 30)とTa-d2

面(BH-55)とがある。BH-56は床が冠水しており、床の状態、小柱穴の有無などは不明で

ある。 II群a類の土器片を伴っている。

後期の住居跡は、台地上と斜面下位（標高7.5～14mの間）にある （図b)

台地上にある住居跡(BH-51)は、隅丸長方形を呈する。 II黒層中から掘り込まれている。

床はTa-d2面にあり、平坦である。壁際に小柱穴力欝検出されており、全周する。床の半分以上

がBS-3の周堤の下にあった。住居跡にある土壌墓はいずれもBS-3に関係するものであ

る。出土土器片の約80%がIV群b類(エリモB式）に属するものである。図53-1は波状口縁

小

寸
一

劃

’に呈する。 口唇部には刻みがあり、その下端

には横走する沈線が施される。羽状縄文帯を

はさみ、 〈びれ部では横走する二条の沈線の

唾

間に刻みが入る。以下胴部には羽状縄文が施

文される。 2 ． 3 ． 6は浅鉢と思われる。 2

はやや外に広がる口縁部をもち口辺部がやや

内湾する。 口縁部に刻みが入り、その下端以

下、胴部には縄文が施文される。 3は口縁部

がやや内湾する。 口縁部に刻みが入り、その

下端には横走する沈線力罫施される。胴部には

羽状縄文が施される。

斜面下位にある住居跡を、平面形、規模、

柱穴の位置などから大きく 2つのタイプに分

けてみた。

①小規模で(長径2．1×短径1.7m前後）

だ円形を呈するもので、BH-28を除いて標

高7.5～13mの間にある (BH-4、 5， 7

～9， 21， 41， 49)。

BH-4、 5， 7． 9は比較的接近しており、

D2

郡~
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l
l
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１
１可
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企
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図b住居跡分布図（後期）
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1I1 美々4遺跡

平面形、柱穴の位置等、類似する点が多い。いずれも斜面につくられているため、北東壁は深

く、南東壁を浅く掘り込んで床を平坦にしている｡II黒層中から掘り込み､床はEn-a面にある。

IV群b類の土器片を伴出する。

BH-21 : 斜面中央部、 Spflが一部露出しているところの下位、 9～10mの等高線の間に

ある(D2-65-51-61)。壁はEn-a混りのII黒層中つくられている。床はSpfl面にあり、平

坦である。小ピットが北側から検出されたが本跡に伴うものかどうかは不明である。覆土およ

び床面からIV群b類（手稲式）の土器が3個体出土している。図41-1、底部を欠く。波状口

縁を呈し外反する。 口縁部は無文で、胴部上面には7本の横走する沈線を施し、それを縦に区

画している。以下、無文帯をはさみ胴部中央位にも同様な文様帯がある。底部付近は無文であ

る。 2は壺形土器で完形である。 口縁部は外反し、胴部が張り出す。胴部には縄文が施文され

る。 3は小形の深鉢と考えられる。 口縁部を欠く上部に横走する沈線を施し、無文帯をはさん

で胴部には縦に区画される横走沈線を施文し、以下底部にかけて無文帯となる。

BH-28: 小尾根状に張り出した部分、 14～15mの等高線の間にある(D2-64-88-89)。

壁は露出したEn-a面を掘り込み、床はSpfl面にあり平坦である。床の北半分から焼土､炭化

材が検出された。焼失住居と思われる。

BH-49: D2-65-81, 9mの等高線上にある。東壁でBH-43を切っている。11黒層中か

ら掘り込まれ､床はIII黒層面にあり比較的平坦である｡覆土中からIV群の土器片が出土している。

倉

▽

簾

唾

②比較的規模が大きく、だ円形のもの

(BH-13、 52， 53)､，隅丸方形に近いもの

(BH-8、 16， 26， 46)、不整形で長径に比

して短径力ざ％ぐらいになるもの(BH-11、

42）などがある。

BH-13 : BH-12とBH-14の間、 9

~10mの等高線の間にある (D2-65-23)｡

II黒層中から掘り込まれ､床はEn－a面にあ

り平坦である。北壁際に柱穴が検出された。

床面から完形に近い土器とオロシガネ状土製

品が出土している。 （図40)

BH-52･53: だ円形を呈するものと思

われる。西側斜面下位の8～9mの等高線の

間にある。 1I黒層中から掘り込まれ、床は

En-a面にあり、平坦である。BH－52では、

北壁および東壁から土擴墓が検出された。東

壁のものは、本跡を発掘したときにその一部

を削り取ってしまった。いずれも本跡よりも
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111 美々4遺跡

新しい｡BH-52､53ともにIV群b類の土器片を多く出土している。

蟇（図61～98、 c)

墓には3つの種類がある。周堤墓(BS-1、 2)と溝で区画された墓(BS-3、 4， 5， 6)

それに単独の土塘墓である。BS-1～6までは台地上にある。土擴墓は28か所発見され、その

うち7か所が斜面下位に(BP-16、34，39，40，50)、21か所が台地上にある(BP-61、65～71,

73～75， 79， 80， 86， 114～120)。

BS-1 : 台地の縁辺部に近いところにある。Ta-c除去後､11黒層上面がわずかに窪んで

おり、大型の遺構の存在が予想されていた｡竪穴はII黒層中から約15cm程掘り込まれており、

床はTa-d,面にある。竪穴の周囲、 とくに北側では約10cm程度の盛り土が確認されたが、南

側ではみられなかった。開口しているのかも知れない。竪穴の径は11．5～12m<,らいである。

竪穴内には墓脳が9か所ある。墓擴の掘り込み面に石をおくものが2か所ある (P-5， 6)。

塘底からベンガラカ:検出されたものがある(P-1， 4， 5， 7， 9)。 とくにP－1は墓擴の

掘り込み面からベンガラが散布しており、20cm程掘りすすめたところからも検出されている。

埋葬状態が推定されるものに、 P－3～5， 7， 9がある。いずれも伸展葬と考えられる。 こ

れら墓擴の底面の長さは、250～145cmで、このことからP－1， 2， 8も伸展葬である可能性

力：強い。各墓塘からは副葬品は出土しなかった。これら墓擴の長軸方向は、北西一南東にとる

もの6か所、東一画のもの2か所、南一北のものlか所である。埋葬頭位は西から北の間にあ

るものが多い。

BS 2 : 発掘区の東端にある。竪穴の立ち上がりは確認できなかった｡床はTa-d｣面にあ

る。墓擴は4か所あり、Ta-d!面から掘り込まれ、En aパミス中に床がある。墓擴は4か所

とも長軸が同一方向にある。人骨が確認されたのはP－3だけである。長径が160～130cmの

ところにある。BS-1の墓擴と比較してみるとP－l～4の埋葬状態は伸展葬であると考えら

れる。副葬品は出土しなかった。

､難ｩ巽蝋醗侭繍匿篤噸高鰹鼠
5～3.5m)であることが確認され、同心円を描くように全周することが判明した。溝の周囲に

は、溝を掘ったときの排土を盛り上げている。ただ南側では、開口するものと思われる。周溝

内に墓擴が10か所、周囲の土堤の上に9か所、そして中央部にlか所、計20か所検出されて

いる。墓擴には、墓擴長軸両端部に小ピットを設けるもの(P-1～3， 5～10， 14) とそう

でないものがある。周堤上の土擴は、南から西にかけて検出されており、北から束の部分では

検出されていない。小ピットを設ける墓擴はすべて周溝内および中央部のものに限られる。埋

葬状態ではっきりとしたものはP-14だけであり、伸展葬である。これら墓擴の諸形態は、 53

年度に美沢1遺跡から発見されているJX-3の墓擴に近似する。副葬品では、弓を墓擴底に埋

葬しているものが2か所ある(P-9， 14)。他に、石棒、玉類、土器類などがある。埋葬にベ

ンガラを使用しているのが認められ、全面に敷くものと、部分的に敷くものとがある。土器は
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1I1 美々4遺跡

P－3とP-15、それに周溝内から検出されている。いずれもIV群c類（堂林式）のものであ

る。本跡は東側でBS-1を切っている。BS-1は本跡よりも古い。

BS-4 : BS-3の西側にある。溝をめぐらし(1.2～1.7m)、中央部に1か所だけ墓曠が

ある。溝は11黒層中に掘り込まれ、溝底はEn-a面にある、断面はU字形を呈する。墓曠は

II黒層中から掘り込まれ、擴底はEn-aパミス面にある。北壁から頭骨が検出されたがあまり

残りは良くない。 また、擴底面からは、石斧の原材のようなものが検出されている。 また溝か

ら形状のわからない漆器の残片が出土している。他に土器が3個体出土している。BS-3出土

土器とは時期の差はないものと考えられる。

BS－5 : BS-4の南側、台地縁辺部にかかるところにある。Ta-d,面で溝と墓擴が確認

されたため、溝の立ち上がりは浅くなっている。溝は全周せず、馬蹄形を呈する。溝幅は一定

ではない。墓擴はII黒層直下から掘り込まれている。擴底はEn-aパミス面にある。擴底から

石棒が2本出土している。 また、墓擴の埋土中から漆器の残片が出土している。溝のところか

らIV群c類の注口土器が1点出土している。

BS-6 : 発掘区の東側、BS－2に近いところにある。BS-4、 5に比して規模が小さい。

溝幅30～40cmで全周する。中央部にだ円形のピットがつくられている。他の墓擴と形が違っ

ている。副葬品等の出土はなかった。

土擴墓は台地上では発掘区の北西部に集中して発見されている。平面形は、BP-67を除くと

ほとんどが長円である。埋葬状態が明らかになっているのは、BP-114、 119， 120で屈葬であ

る。また、人骨の残存状態から屈葬と推定されるものには、BP-66、68， 71，73，79、86， 115，

116， 118、などがある。台地上から発見された土擴墓のうち％以上が屈葬である可能性が強い。

頭骨がわずかでも残っている墓擴を含め、頭位方向を出してみるとほとんどが西から北の間に

あり、やや西北西寄りのところに集中している。副葬品が出土している墓擴はBP-66で､サメ

の歯、形状不明の漆品、玉類などが出土。BP-67では、石棒、サメの歯、漆塗のクシ、石やじ

り、石斧､形状不明の漆器の残片、玉類などが出土､BP-69では石斧、BP-73では玉類､BP-

118では石棒などが出土している。

斜面下位の土墳墓は標高7.5m付近のもの(BP-34、 39， 40， 61)と、 11～12mのところの

もの(BP-16、 50， 52) とがある。

BP-39、40は明らかに屈葬であり、 とくにBP-40はうつ伏であった。分析の結果女性のも

のという鑑定であった。また、BP-39の人骨の右肩からドリルがつきささったような状態で検

出されている。

Tピット （図99～107, d)

Tピットは24か所発見されている。溝状のもの、だ円状のもの、だ円状で内部に小ピットの

あるものとに分けられる。台地上から発見されたTピットは、 2つの配列を示すものと考えら

れる。ひとつは、BP-3から89， 102， 101， 93， 92とつらなるもので、ほとんどが溝状を呈し

ている。 もうひとつは、BP-78から72， 98， 88， 103， 76， 94と台地上を東西につらなるもの
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1I1 美々4遺跡

である｡これら{|概して溝状を呈す愚ものである｡底に小ﾋｯﾄ (抗穴と思われる)があるも
のには、BP_111 27、28，53， 104， 111力ぎあ

るが、位置がばらばらでそれぞれが関連して

配置されたものとは思われない。

その他のピッ|、 （図108～133)

台地上、斜面下位を問わず、遺跡全域から

発見されている。ほとんどのピットが、だ円

もしくは円形を呈するものである。今のとこ

ろ、それらのピットの用途、機能などは不明

である。

焼土群（図134:)

焼土は、水付部分から標高9mのところに

まとま,て発見豊 れている｡それも､斜面下

i !

１ ＆

｜ ｜ ｜ ｜
。0 20 10

i l l l

、

１
ロ

DB

｜ ｜ ’
，

65

~~’ ’

位の中央部から西方にかけて多い。焼土中お

い11~
よびその付近からは、土器、石器の他に獣骨、

魚骨などが検出されている。 とくに斜面下位

醐鍔駕蹴I蹴鷺 ｜
る。焼土出土の遺物には、土器、石器、石製

品などがある。土器は、 II群a類、 III群b類、
図d Tピット分布図

IV群b類、 IV群c類、V群a類などが出土し

ており、 とくにIV群c類のものが圧倒的に多い。石器では、ナイフ、スクレイノ

している。 また、BF-10、 70からは皿形石製品が1点ずつ出土している。

スクレイパ

’

’

’

’

’

四

邸

良

’

、

－が多く出土

3．包含層出土め遺物

本遺跡では【黒|層､ I1黒層､ III黒層あわせて486,307点の遺物が出土している｡ ⅡI黒層か
らは石器が1点出卜こしているが､他に出土した遺物がなく、時期を比定できない。 Ⅱ黒層Ⅱ
黒層出土の遺物は甘くて繩文時代に属するもので、 早期から晩期の各時代にわたっている。
(1)土器（図137+153)

＆

I黒層から土器|ji'[群､ IV群､V群のものが881点出土した｡V群C類が主体であるが､本
来、 II黒層中にあらIV群などの土器が混入している。

省

、II黒層からは、 |[群からV群のものが409,685点出土した｡別に示した分類別の内訳(表一

1）のとおり、 1V鵜が最も多く、出土器の約78%を占め､なかでもb､ C類が多い｡次いでV
Q

群、 Ⅱ群、 IⅡ群、 IW順となる。分布の状態（図e～i） をみると、 II群、 III群、 IV群、V群I咄止……囮｡J…_術%…斜面IIZ(D2-65は遺跡全体にわた‐
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111美々4遺跡

区、E,-65区)にまとまって出土する傾向がみられる。 とくに、 IV群、V群はE-65区に集中
している。

I黒層出土の土器（図137）

V群（1～15)

b類(1) : 口縁部および口唇上に刺突文力施されたものである。

C類(2～15） ： 斜行繩文が施されたもので、 4 ． 5 ． 8 ．10．15には沈線がみられる。口

唇断面は切り出し状のものと、丸みをもつものがあり、 口唇上に繩文が施されたもの、繩ある
いは棒上工具の押捺によって刻み目が施されたもの、沈線、刺突文が施されたもの、それらが
組み合わされたものなどがある。

11黒層出土の土器（図138～153)

I群(4)

b－4類(4) ： 東釧路1V式に相当するものである。

II群(1～3 ･ 5～45)

a－1類（5～8） ：一般に綱文土器とされるものである。5～8は条がすり消されていない。

a－z類（1～3 ． 9～11 ． 15～19) : 1 ･ 2は羽状繩文が施されたもの。 3 ． 9～11は斜

行繩文力施されている。 15， 16は幅の狭いへラ状の工具による押し引きで文様が構成されてい

る。 トドホッケ式に相当するものである。 17～19は春日町式に相当するもので、太めの工具に

よって施文されている。

a類(12． 13) : 石川野出土資料に相当するもの。 12はコンパス文がみられる。へラ状工具

釘

▼

陸

ザ

を斜めに突いた連

続刺突文力施され

る。14は口縁部に

刻みを施し、中空

の竹管状工具によ

る刺突が横に数段

施される。

b類(20～45） ：

20～41は四本丸

組ひもの回転圧痕

文力施される。 27

は沈線、 37．38は

刺突力施される。

42は円筒下層式

で、横位のより糸で、槙1立幻より示
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図e 出土土器分布図（早期） 図f 出土土器分布図（前期）
文がある。 43～45
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1I1 美々4遺跡

は植苗式に相当するもので、口縁部に隆帯が貼りつけられる。44は器面の外側、内側、口唇上、
底面に繩文がつI弓‐られている。

Ⅲ群（46～66）
E!

蹴醐噌撫聯
a類(50～54)

50～52は波状の

側面圧痕文、51は繩文が施される。50は撚りの異な

る撚りひもを並へ:て押しつけた繩の側面圧痕がある。

53の口縁には繩の圧痕による刻み目がつけられる。

農b類（46～49, 55～66）

b－1類（55～59） ： 半さい竹管状の工具による

沈線文、刺突文力施される。天神山式に相当するも

のである。

b－2類(46･47･60～62) : 60～62は棒状工具

による刺突が施される。46は口縁部が外反し、 くび

れの部分に隆帯か貼りつけられ、隆帯にそって繩端

｛】
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D座
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の刺突が施される。 口唇上に繩の圧痕による刻み目

をもち、 口縁部には二段の原体による繩線文が2列二uソ、 ｰ‘､露，､u1却一'手一寸x~''率'糸HｰJ･ '6)胴也杯坐〃､ムゲリ 図g 出土土器分布図（中期）

施される。 47は口縁部が外反し、胴部が張る。口唇

上には中空の竹管状工具による刺突があり、体部は

f’
砥

曇

ヨ 匡翻■口 無文部をていねいに磨いたものが多い｡注､士器
図h 出土土器分布図（後期） （69～71)はいずれも沈線で文様力ざ構成されている。

69． 70は体部に入組文様の沈線が施される。71は沈線

“ ‐

幻

句

ざ

･

－52－



1I1 美々4遺跡

で区画された内側を斜めの沈線で埋めている。壺形土器（72～76）には沈線をもつもの（72)、
すり消し繩文をもつもの(73)、無文のもの(74)がある。 72は注口土器の可能性があり、 71と

同じく沈線によって、すり消し繩文の効果を表現している。 73は壺の頚部と思われる。台付鉢

(77）は平行沈線を縦に区切る文様をもつ。浅鉢形土器（67．78～81）は波状口縁のものと平縁
のものがあり、沈線をもつ。 78は底部が突出している。深鉢形土器（68． 82～97． 145～173)
には外部にくびれをもつもの、 もたないものがあり、 それぞれ、波状口縁のもの、平縁のもの
がみられる。 142～145は入江式的な文様構成をとるが、便宜的に本類に含める。68･82～87･

89．90． 146～149. 151～160は沈線がみられるもので、弧状、波状、鋸歯状、平行沈線を縦に

区切るもの、曲線的なもの、 口縁部に一条の沈線を引き、上の無文帯と区画するものなどがあ
る。68は小型の土器。82は口縁部に鋸歯状、体部無文帯の下には146の口縁部と同じ文様の沈

線がみられる。 87は体部にLn状のすり消し部をもつ。 161～166は斜行繩文力ぐ施された土器で、
166には口縁部内面に刺突がある。 167～172は口縁部に一条ないし二条の沈線で区画された刻

み目があり、 72は内面から突いた瘤をもつ。

c類(98～137, 176～220） ： 注口、壺、皿、浅鉢、深鉢などの器形がある。口唇断面は、切

り出し状に尖るものが多く、ほかに丸みを帯びたもの､角形のものがある。注口土器(105～108)
は沈線、すり消し繩文力施される。壺形土器(109, 183, 210, 211)｡ 109， 183， 211には沈線

力施される。 109は口縁部内面に刺突文をもつ。 211は沈線と刺突で文様力施される。 210は注

口土器の可能性もある。浅鉢形土器(98･99･110～112． 182･183･ 212)は、平縁のもの、波

状口縁のものがあり、沈線、すり消し繩文などが施される。 110， 212は沈線と刺突文力施され

たもの。 111は口縁部、文様の屈折かしょに貼り瘤がある。 98'， 99は小型の土器で、 99は手づ

くねのものである。深鉢形土器(100～103. 113～137･174～181 ･ 184～209･213～220)は体

部がくびれるもの(101～103･114～127･185･193～195･197･213)と、そうでないもの(100･
128～137･167～181 ． 184･186～192･196･199～209･214～220)に大きく区分され、それぞ

れ波状口縁のもの、平縁のものがある。体部にくびれをもつものは、無文帯を残すものが多い。
100～103は小型の土器である。176～180は口縁部に刻みが施された隆帯があり、177～180は内

面からの突き瘤をもつ｡103･114～121 ． 123～125･128･129･186～198･200～202は平行沈線
を主体とするもので､波伏口縁のものは口縁の起状にそって波形の沈線がみられる。125は内面
から突いた瘤をつまんでいる。113･184は曲線的な沈線で文様がつけられている。 126， 185は

硝

方

吟

嘩

酢

すり消し繩文のものである。100･101･130～137･ 203～206･208．209は繩文だけのもので、

208, 209は突き瘤文をもっていない。 203， 204には口唇上に刻み目がある。 127は弧状の沈線

が連続して施されたもの。 102は繩文が無く、沈線と刺突文だけで文様が施されるものである。
102･113･185は同じ文様構成でありながら、それぞれ施文技法が異なっている。 192･ 207は

刺突文がある。 214．215はす~り消し繩文が施されたもので、 214は口縁部に突き瘤文と、貼り
瘤文が上下にみられる。216～220は爪形文をもつもので、219は突き瘤をつまんでいる。220は

棒状工具の突き引きによって施されたものである。 214～220は、 107･108の注口土器、 112の
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Ⅲ美々4遺跡

浅鉢形土器と共に、後出のV群a類に近い要素がみ
られる。

V群(221～276)

E,

a類(221～226 ･229～253) : 沈線、爪形文など

力施されたものである。注口、壺、浅鉢、深鉢など

の器形に区分される。注口土器（221 .222）はすり当1

噛蝉麓:駕鯛臓淵曇
線力施される。 224は無文。浅鉢形土器(220．225．

234･241)には無文のもの(225･226)、沈線力施さ

れたもの(234.241)力:あり、 224には三叉文力ざみら

れる。深鉢形土器(231～233.235～240.242～252)。

231～233．240．241．249．250'253には沈線が認め

られ、235･240は三叉文がみられる。 236･242.243･

245～248は爪形文が施されたもので、 247.248には

突き瘤文と組み合わされている。251． 252は繩文だ

込

図i 出土土器分布図（晩期）

けのもので、 251は突き瘤文力施される。 244は円形の刺突が施される。 253は後出のV群b類
の可能性もあるか、便宜的に本類に含めてお<｡229･230は底部が穿孔されているもので、229
は焼成前、 230は焼成後に穿たれている。

b類(254～267） ： 254． 255． ．259は沈線力施されたもの。 260は大洞C]式に相当するもの｡”
258は線繩文力施きれ、口唇上に刻み目をもつ。254． 261～264は口縁部に刺突文をもち、口唇
上に刻み目をもつ， 265～267は繩文だけのもので、 口唇上に刻み目をもつ。

c類(227． 228．268～276） ： 269． 270はへう状の工具で平行沈線が引かれたもので、 口唇
上にも施される。 227．271～273は浅鉢形の土器で、 271～273には口唇上に繩を押捺した浅い
刻み目がある。 275． 276は沈線が施されたものである。 268は平行に押捺された繩線文を、三
本の垂下する繩線文で区切ったものである。 274には、赤色顔料が付着している。
(2)石器等（図154～162）

I黒層から剥片石器、礫石器あわせて29点、ほかにフレイク･チップ°、礫が113点出土して

いる。剥片石器は22点出土し、石やじり ・刺突器・つまみ付きナイフ・スクレイパーがあり、中
でもスクレイパーが14点と一番多い。礫石器は7点出土し、石斧・たたき石・すり石があり、
石斧が4点と多い。

II黒層から剥片石器・礫石器あわせて7,566点で、ほかにフレイク・チップ・礫および礫片
が約58,000点出土している。剥片石器と礫石器の比率は7 : 3である。剥片石器は約5,600点
出土し､中でも石1，じりが65%を占める｡礫石器は約1,900点出土し､石斧､たたき石が多い。
石器の分布は､畔が検出きれたところにほぼ集中し､ と《に､水付付近(E,-65地区)に顕
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著である。石器の他に、石製品・土製品が破損品を含めて約240点出土している。

I黒層出土の石器（図154)

石やじり （1～6） ： 6点出土している。有茎のもの（4～6)、無茎のもの（1～3）が
あり、いずれも細かな二次加工が施されている。 4は右側縁の一部が破損している。 6は先端
部が破損している。 1～6は黒曜石である。

つまみ付きナイフ(7) : 1点出土している｡二次加工が片面全体に施され､つまみが欠損し
ている。石材は黒曜石である。

スクレイパー（8～14） ： 14点出土している。不定形のものに刃をつけたもの(8･10･11)、
片面加工のもの（12.13)、 ラウンド・スクレイパー（9）がある。 13は、周縁に二次加工が細
かく施されている。スクレイパーの石材は黒曜石力§多い。

石斧(15) : 4点出土している。15は細かい敲打によって調整されているものである｡他に、
全体に磨かれているものl点、破損しているもの2点がある。石斧の石材は、緑色泥岩である。
たたき石（14.16） ： 2点出土している。いずれも扁平な礫で、周縁にたたき痕がみられる

もの(14)と、腹背面にたたき痕がみられるもの(16)がある。 14， 16は砂岩である。

II黒層出土の石器等（図、 155～162)

石やじり （1～46, 54） ： 3,606点出土している。有茎のもの（25～43.45.46.54)、無茎

のもの(1～24)、木葉形のもの(44)があり、有茎のものが約2,000点出土し、一番多い。有
茎のものには、茎が顕著なもの（25～31, 34～39) と、ひし形に近いもの(33･41)があり、
これ以外は、その中間の形状のものである。石やじりは、ほとんど細かく調整が施されている。

54は、サメの歯状につくられている。 これは1点のみで、他に類例がない。 1～46.54は黒曜
石である。石やじりの石材は、黒曜石、頁岩があり、ほとんどが黒曜石である。

石やり （47～53.55～57） ： 99点出土している。剥片石器の中では最も少ない。有茎のもの

（47．49．50･52･53･56) と無茎のもの(48．51･55･57)がある。いずれも、細かな二次
加工が施されている。57は、ナイフとして使われた可能性もある。47.55～57は黒曜石、48～53

は頁岩である。石やりの石材は、黒曜石が多く、頁岩はわずかである。

刺突器（58～61） ： 345点出土している。周縁加工のある剥片に刺突部をつくり出している

もの（59.61)、剥片に刺突部があるもの(58･60)がある。 61は、刺突部が2つあり、両先端
とも破損している。 58～61は黒曜石である。刺突器の石材は、黒曜石、珪岩、頁岩があり中で

詞

房
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事
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も黒曜石が多い。

ドリル（62～65） ： 318点出土している。棒状のもの（65） とつまみがつくりだされたもの
（62～64）がある。前者が約200点、後者が約110点出土している。 62･64は、先端部が磨耗
して丸くなっている。62は頁岩、 63．64は黒曜石、 65は珪岩である。 ドリルの石材は、黒曜石、
頁岩、珪岩があるが、中でも黒曜石が多い。

つまみ付きナイフ （66～92） ： 531点出土している。縦形のもの（66～88） と横形のもの

（89～92）がある。縦形には、二次加工が片面に施されているもの（69～79.81～88） と、両

分

や

●
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面に施されてい~ もの（66～68･80)がある。 66～68は木葉形、 88は大形のもので、いずれも：細かい二次加工7施されている。 89～92は、横形のもので、縦形のものに比べて出土点数は少
ない。 66～68． 70～78．80･81･85･88･91は黒曜石である。つまみ付きナイフの石材は、黒
曜石が多く、他に頁岩、珪岩がある。

スクレイパー（93～111） ： 725点出土している。不定形のものに刃部をつくったもの（96。
98.100～102･104･106～109)が482点出土し、約65%を占める。他に、長円形のもの(93～95･

97)、円形のもの（103.105)、棒状のもの(99)、急角度の刃部をもつもの(110･111)がある。
93～95は、片面加工の大形のもの。 97は、両面加工で右側縁力ざ細かく調整されている。 103･

105はラウンド･スクレイパーである。110･111はエンド・スクレイパーである。93･96.99～101･

103･105～112は黒曜石、 94．95･97･98･102は頁岩、 104は珪岩である。スクレイパーの石
材は黒曜石、頁岩、珪岩があり中でも黒曜石が多い。

石斧(113～120） ： 550点出土している。礫石器の中で30%を占める。全体に研磨されてい

るもの(114～117)、原材を大きく変形しないで刃部のみが研磨されているもの(113)敲打に

よって加工されているもの(118～120)がある。 この中で、全体的に磨き力ざかけられて加工調
整されているもグ)が約300点出土し、最も多い。113は、細かな敲打がみられ、他のものと比べ

て、刃部がよく磨かれている。 113～117･120は緑色泥岩、 118は黒色泥岩、 119は泥岩である。

石斧の石材は、緑色泥岩、黒色泥岩、泥岩があり、中でも緑色泥岩が多い。

石のみ(121) : 20点出土している。 121は、緑色泥岩で全体がていねいに磨かれており一

端が破損している。石のみの石材は、緑色泥岩、泥岩のいずれかである。

たたき石(122～126) : 564点出土している。礫石器の中では約30%を占めている。棒状の

一端もしくは、両端にたたき痕がみられるもの(122･123)、扁平礫の周縁にたたき痕がみられ

るもの(124～126)がある。後者が約300点と一番多い。 126は原面を一部残しているだけで、

ほぼ全面を使用している。 122は安山岩、 123.125.126はかんらん岩、 124は緑色泥岩である。

台石類（127.13う．136） ： 44点出土している。 くぼみ石と称されるもの（127)、台石（135.

136)がある。台石が32点出土し、一番多い。 127は、周囲をきれいに加工されている。 127は

砂岩、 135は花崗岩、 136は安山岩で、台石類の石材は、砂岩、花崗岩、安山岩があり、中でも
砂岩が多い。

すり石(128～130) : 245点出土している。北海道式石冠と称されるもの(128)、扁平礫を

半円状に粗く打ちかき周縁をすったもの(129)、断面が隅丸三角形の礫の稜をすったもの(130)
がある。 130は、二つの稜を利用している。 128は砂岩、 129･130は安山岩である。

砥石（131～134） ： 265点出土している。研磨面に細い溝があるもの（132） と、研磨面だけ

のもの(131.133･134)がある。扁平礫を利用した研磨面だけのものが202点と多い。 131～134
は砂岩である。砥石の石材は、砂岩力：多い。

石錘（137～142) : 85点出土している。破損しているものが50点と多い。打ち欠きが2か

所あるもの（137～142）が28点、 4か所のものが7点出土している。 137は安山岩、 138～142
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は片麻岩である。石錘の石材は、片麻岩、砂岩、蛇紋岩があり、中でも片麻岩が多い。
石製品（143～201, 206～220) : 99点出土している。 143～183は玉類である。直径5mm

から20mm位のものまである。 143． 145･150･153． 154･157～163･165～167･169～179･

183は滑石、 144･146･147･151･152･155･156．164． 168は軟玉、 148･149はかんらん岩で
ある。 184～192･194･195･197は垂飾である。孔があるもの(184.186～192･194) と溝をも
つもの(185･195)がある。 184は、有茎の石やじりに孔をあけたものである。 189は周縁部に

溝がめぐっている。 184は黒曜石、 185はめのう、 186～189･192は滑石、 190は黒色泥岩、 191

は砂岩、 194は泥岩、 195は珪岩、 197は軽石である。

193は、映状耳飾で、三角形のものが半分に割れたものである｡,滑石でつくられている。 196

は石環の破片と思われ、外周縁に溝がある。 198～201は石棒片でいずれも先端部に刻線文が施
されている。 201は、他の三つに比べて大形のものである。 198～201は黒色泥岩。

202はアンモナイトである。中央部の孔は人為的なもので､装飾品として使われた可能性が強

い。 203～205はサメの歯である。

206～220は皿形石製品で、 24点出土している。凝灰岩の周縁をていねいに加工したもので、

縄文時代後期のIV群b類の土器に伴って出土している。形態をみると、基部に突起等のつくり

出しのあるもの(206～212)と、ないもの（213～216）がある。 207と212は、 孔があけられて

いる。 209は、基部の突起が顕著なものである。この他に、同種のものが、美沢1遺跡より9点

出土している。

土製品(221～264) : 148点出土している。破損品が多く、形態が判断できないものが多い。

221～254は土製耳飾である。破損品を合わせて約40点出土している。完形品に近いものだけ

みても、その大きさ、形態、文様が様々であり、出土分布は斜面下位(E,-65地区)に集中し

ている。いずれも、伴出する土器片から縄文時代後期に属するものと思われる。図示したもの

を形態別に分類すると、円筒形のもの（221～232.234～236･240．241)、輪形のもの(233･

237～239.242～250)、椀形のもの(251～254)がある。文様は、刺突・沈線などで構成されて

いるものが多い。

255～257は垂飾と思われる。 255は、刺突が全体に施されている。破損しているため形態は

不明である。 254は無文、 255は沈線と刻線が施され、 ともに孔があけられている。

258は、オロシガネ状土製品である。表面には横走沈線の間に刺突文が施されている。

259は、土版片である。施文された縄文がかすかに残っている。

260は､側面がゆるく湾曲する棒状のものに沈線を渦巻状に施したものである。棒の一端が破

損しているため、形状は不明である。
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土製管玉である。

手握の小型土器で、刻文と沈線が施されている。

土製勾玉で､ある、 これに類似しているものが本遺跡のBP－67から出土している。

垂飾と思われる。両面に沈線と刺突を施している。

261は、

262は、

263は、

264は、
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’
265～292は、E】－65-31かl

にはⅣ群b類の注口土器が出土

動物形把手（中とびら･写真E

囲とつけねに縄文がある。時期

また、図jはIII黒層から出土

石器で、全体的に風化、磨滅が

様子は、他の剥離面とほぼ同じ

ら剥離がおこなわれている。左

は右側が強い。 i助線一で示し

嚇
イパーエッジに

できない。石器

ら 一括して出土した礫である。積み重なって出土しており、付近
こしている。

図版） ： 胴部と思われるところに三叉文が二つ施され、首の周
9は縄文時代後期末葉晩期初頭と思われる。

こした、ただひとつの資料である。黒曜石を素材とする両面加工

蔀みられる。一端は、破損欠落しているが、 この破損面の風化の

》である。礫表皮を一部残しているが、両面のほぼ全面に左右か

冒右からの剥離の強さ （長さ）は、 a面では左側が強く、 b面で

,たところは、微細な剥離面の連続する線列部分であり、スクレ

思われるが「湧別技法」による細石核の準備品の可能性も否定
明である。重さは1399。

〆
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4． まとめ

美沢川流域における集落の立地は、川が大き〈だ行するところ（攻撃面）を中心に、標高7．
5～14m間に住居跡の98%が集中する傾向にある。一方、標高23～25mの台地上にあるのは、

繩文時代前期（植苗式）の住居跡が2か所、中期（柏木川式･北筒式）のもの3か所、後期（エ
リモB式）がlか所の計6か所だけである。台地上にある住居跡が単独のものか、集落構成を

とるのかは不明であるが、本遺跡群の中で、 これら限定された時期の住居跡だけが台地上に構

築されていることは、美沢川流域で住居の立地がどのように変遷してゆくのかを解く上で、貴
重な資料を提供している。本年度調査を実施した美々4遺跡では、台地上から植苗式の住居跡

が2か所、エリモB式住居跡がlか所発見されている。一方、斜面下位では、前期と後期の住

居跡が59か所発見されているが、台地上から発見された住居跡と同一時期のものは、斜面下位

からは検出されていない。

本遺跡から発見された墓は、大きく二つに分けることができる。溝や竪穴を掘って区画され

た内部に土擴墓が構築されているものと、単独の土擴墓である。前者には、周堤墓と周溝をも

つものとがある。周堤墓は、竪穴を掘って墓域を造成し、そこに深い墓擴を設けている。周囲

にみられる土堤は、竪穴を掘った際の盛り土であって、意図的に土堤を構築したものではない

と考えられる。本年の調査により検出されたものには、BS-1とBS-2がある。両者から計

13か所の墓擴が検出されている。 これらの墓擴の長径は250～75cmの間にあり、短径は

75～30cmの間にある。人骨の残存状況から、埋葬形態が明らかになっているのはBS-1の

P－3～5 ． 7 ． 9で、いずれも伸展葬である。墓擴の計測値は長径が250～145cmの間にあ

り、したがって、これに類似する規模の墓塘は伸展葬であったと思われる。ただ､BS-1のP－

6 （75×35cm)のように、埋葬状態を確定しがたいものもある。

周溝をもつ墓は、本遺跡群では、本年度初めて発見されたものである。周溝内、周堤上、及

び中央部に墓擴を構築するもの(BS-3) と、中央部のみにlか所の土壌墓を構築するもの

(BS 4、 5， 6)とがある。前者を今まで本遺跡群から発見された周堤墓と比較してみると、

周堤内および中央部にある墓擴の形態は美沢1遺跡のJX-3の墓擴と類似している。例えば、

墓擴の長軸の両端部に接する位置に小ピットがあること （これはおそらく立石の跡と思われ

る)、副葬品として弓を擴底におくものがあること、比較的大型でJX-3のP-106･112･113･

119･120｡などに規模が類似することなどがあげられる。両者は周溝をもつ場合と、 もたない場

合で形態を異にするが、同じ範囑でとらえられるものと考えられる。一方、中央部にのみ1か

所の土擴墓をもつものは、個人墓といえよう。 この墓擴の形態は、周堤墓以外から発見される

単独墓に類似している。以上述べたとおり、墓には各種の形態が認められたが、 これらに副葬

されている遺物には時間的差は認め難い。ただし、BS－3は東側でBS-1を切って構築され

'．

1F

|◆

強

今

ており、BS-1･2→BS-3という時間的差は考えられる。溝をめぐらした個人墓(BS 4･

5 ． 6）の形態が集団墓地から発展したものか、被葬者の違いによるものかは、今のところ判

断できない。BS 1～6は繩文時代後期末のものである。
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’周堤とか周溝をもたない一般の土擴墓は28か所あり、台地上から21か所、斜面下位から7
か所発見されている。台地上では中央部から西側に集中している。BP-67を除いてほとんど
が､長円形である。BP-67を除いて擴底の1幅/長軸の比率を出してみると最低値0.39から最高
値0．76の間にある。このうち人骨の遣存状態から、屈葬と判別できるものは、0.49～0.66の間
にあり、伸展葬のものは、 0.26～0.52の間にある。このことから、本遺跡の場合、 0.49～0.52

を境にして伸展葬と屈葬と分けられそうである。頭位は西から北の間に集中している。
焼土は、斜面下位の標高7.5～9mのところに集中し、焼土中および、その付近から繩文時代
後期末葉(IV群c類）の土器片が多量に出土している。焼土中には土器の他、つまみ付きナイ
フ、スクレイパーー等の石器あるいは獣骨、魚骨などの自然遺物および炭化物などが含まれてい
る。

次に遺物をみそbと、土器は繩文時代各時期のものが出土しているが、なかでもIV群ｶｾ最も多

《w鱗bn¥6"…欝料が篠…臺走数…､が~Ⅱ鱗に隠す愚…
a類とした石川野出土資料に相当するもの、 b類とした四本丸組ひもの回転圧痕文が施された
ものが出土している。

石川野出土資料に相当する土器は、関東地方の関山式に併行するものと考えられ、北海道で

は主に道南部に分布するが、道央部では、本遺跡および美々5遺跡で出土している。施文の手

法はトドホッケ式、春日町式に近似する。四本丸組ひもの回転圧痕文が施された土器は、道央

部では、これまて新千歳空港建設用地内の美々5遺跡雄－1、美沢4遺跡控~2、恵庭市西島松南A遺

跡注3などから断片的に得られているにすぎない。北海道で出土しているこの種の資料は円筒下

層式に伴うものとされているが、本年度出土したものに限っていえば、胎土、焼成、整形技法

等、 II群a類の繩文尖底土器に近似しており本群に含まれる可能性が強い｡~隣接する美々5遺
跡では、斜行繩文、縦に構成される羽状繩文と組み合わされている。

IV群b類は、往口、壺、台付鉢、浅鉢、深鉢の器形に区分され、 このなかには、 IV群a類の

入江式に近い文様をもつもの（図146-142～145)や、BH-51で出土しているようなホッケマ
式に類似するもの（図53－1～3）などがみられる。

IV群c類は、注口、壺、浅鉢、深鉢などの器形がみられる。 IV群b類からの過渡的な文様を

もつもの、 （図148-176～179)から、V群a類への過渡的な文様をもつもの(図151-214～220)
力ざあり、その間の変遷をたどることができる。

石器は、剥片石器と礫石器があり、剥片石器では石やじり．スクレイパー、礫石器では石斧・

すり石が多い。なかでも、すり石は前期に多く伴うと思われる北海道式石冠や断面が隅丸三角
形の礫の稜をすったものが多くみられる。 この他に、石製品・土製品がこれまでになく多く出

土している。石製品では、石棒・玉類・垂飾・映状耳飾・皿形石製品が、土製品では、耳飾・

オロシガネ状土製品・動物形把手などがみられる。特に、皿形石製品とオロシガネ状土製品が

ともに繩文時代後期の土器に伴っており、かつ形態も類似していることから、この種の資料を
考えるうえで貴重なものである。
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1I1 美々4遺跡

と、本遺跡の4地点から取り上げた土壌サンプ

ハシバミの堅果1個、オニグルミの核(核片）
北海道開拓記念館の矢野牧夫氏の分析による

ルから6個の植物遣存体が検出された。内訳は

9から検出されたものである。

北海道教育委員会1979 「美沢川流域の遺跡群 111」
財団法人北海道埋蔵文化財センター 1980 「フレペツ遺跡群」
大場利夫石川徹1966 「恵庭遺跡」
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111 美々4遺跡

美々4遺跡出土の動物遺存体

西本豊弘
1．水つき部分出土動物遺存体

水つき部分より出土した動物遺存体は約6,500片である。それらの多くは焼骨であり、長さ
1～2cmの小片が多い。エゾシカを主体として、 イノシシ、 ヒグマ、キタキツネ、海獣、島類
2種、サケ類、 これらは遺跡の南側に多くみられた焼土群に伴う骨と同様に、焼土と伴うもの
力罫多いと思われる。ただし、遺物包含層のものも若干含まれているかもしれない。
陸獣破片のほとんどがエゾシカと思われる。小さな破片となっているが、頭蓋骨片をはじめ

主要な四肢骨が含まれている。ただし、歯はまった 〈出土していない。 イノシシは、中手．中
足骨片4、指骨’1が認められたが､主要な四肢骨は小破片となったためか、同定できなかった。
ヒグマも指骨4か認められただけである。中型獣の距骨力葡’点出土しており、火を受けている

ので通常のものの約2/3の大きさとなっているが、その形状からみてキツネと思われる。海獣

骨片としたものは146片であるが、小片のため種名は明らかではない。 これらの他にハト程度
の大きはの島骨片2とサケ類椎骨lが採集されている。

2．焼土出土の動物遺存体

焼骨を伴う焼土のうち5例をとりあげて分類を試みた。骨片の状況は水つき部分よりも更に

小さく、 また白色化しており、ほとんど部位を同定できなかった。海獣？の破片3の他は、大
部分がエゾシカと思われる。

なお、墓擴No.66、No.67より人骨に伴ってメジロザメ科と思われるサメの歯がそれぞれ9

例、 ll例出土している。 また、水つき部分と遺物包含層よりアオザメ科（おそらくホホジロザ
メ）の歯が1点ずつ採集されている。

第'表芙々4遺跡水付部分出土勤物道存体 第2表芙々4遺跡焼上内の動物遣存体
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111 美々4遺跡

住居跡
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Ⅲ美々4遺跡
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1I1 美々4遺跡
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Ⅲ美々4遺跡
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111 美々4遺跡
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111 美々4遺跡
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1I1 美々4遺跡

美々4遺跡焼土一覧表

土 器 石 器

ず瀬 亀;繍鬼滞計期 備引！ ⅢⅢF NC， 分類点数分類'1#数

BF-1 11a-2 1 11A1 1 88骨 BF-17 11b l

Wb 2 1IIB7 1 炭化物 Ⅶ 1

Wc 57礫 l BF-18 礫 l

Vb l フレイク 24 BF-19

BF-2 Wb 5 1B- 1 168骨 BF-20 11a-2 6 7レイク 1

Wc l45 1IIB7 1 1Vc 6

礫 5 Va l

フレイク 11 BF-21

BF 3 Wc 74 11B1 1 112炭化物 BF－22

Va l2 IIIB7 1 BF-23 11a－2 1 111A1d l

礫 6 Wb 2 フレイク l

フレイク 18 BF－24

BF-4 Wc 52 IIIAlc l 66 ′汁､炭化物 BF－25 Ⅳc 2

Va 5礫 2 BF 26 11a-2 2礫 2

フレイク 6 フレイク l

BF-5 Wc ll lA3a l 99骨､炭化物 BF－27 Ⅳc l

Va 71 フレイク 15 ベンガラ BF－28

Vb l BF 29

BF-6 111b－3 2 1A4a 2 377骨､炭化物 BF－30 Ⅳb l

Wb 5 11B2 1 Wc l

Wc 277 VA2 1 BF 31 11b l

Va 36礫 6 BF 32 Wc l 礫 l

フレイク 47 フレイク l

BF-7 Wb l llB1 1 167炭化物 BF-33 11a-1 1 1A3a l

Wc l35礫 6 11a－2 2 1A- 2

Va 4 フレイク 20 11b l WA2 1

BF-8 11a-2 4 1A 1 193州．､炭1鋤 Ⅳc 4 WA5 1

Wb 5礫 2 Va 252 VA3 1

Wc l27 フレイク 46 礫 l4

Va 7土製品 l フレイク25

BF-9 Wc l lA4a 2 219 ′骨､炭化物 BF-34 Wc 4礫 2

Va l72 1A- 1 ベンガラ フレイク 1

礫 6 BF-35 11a-2 2礫 2

フレイク 37 Wc 33 フレイク 1

BF－lO Wb 5 111Alc l 9骨 BF-36 Wc 9礫 1
Illl 形

Wc 2 石製品 1 ィ｢製11,7＄ フレイク l

BF 11 Va lO 10 BF-37 11Ib- 1 礫 l

BF-12 0 BF-38 11b l lA3a l

BF 13 0 mb-2 3礫 l

BF－14 11a-2 1 111B7 1 12 IVb l フレイク 5

Wb l WB2 1 Wc 32

IVc 3礫 3 BF-39 フレイク 2

2 フレイク 2 BF-40 11a-2 1 フレイク l

BF-15 11a-2 2 フレイク 2 15骨 Ⅳc 2

Nb BF－41 Wb l lA4a l
IVc l3礫 2Ⅳc

不明 フレイク 7

BF-16 11a-2 1 礫 l ll BF 42 11a-2 2 1A4a l

Ⅳc 3 フレイク 3 Wb l3 1A4b l

’’
器1・
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器」
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１１２１１１－弱Ｍ２１２１１１１１１５
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土 器

I
石 器 その他

の遺物

土 器

| '糖’備考’
ナー 風口

仁I 石寄 その他

の遺物

F NO へ引
口111 備考 F No.分類 合計筐敷 分類 占数 分類 卓数|分類分類 有数

Ⅳ， | 132 礫 6 Ⅳb～Ⅳc 17 IIIAlc ’

二 Va 90 フレイク 民1
J』

VA2 1

BF-43 Ⅲb－2 2 lA3a
画
ヨ
“1 貝q

JJ 礫
局

Ⅳb 4 lA4a 炭化物1 ’ フレイク 30
Ⅳc ⅢB6

mか

乙0 1 BF-54 Ⅲb－ 1
凸

］

不明 礫1 6 BF－55 Ⅳc 14 11A1 ,国,
月1 129

~ フレイク 11 Va 礫102 Ｚ

BF-44 IIa－2

’
1A4a２ 骨1 ，Rq

ｰUソ 7レイク 10 注

Ⅲb－3 1 ~A
l、1 炭化物1 BF-56 IIIb－2 ５ IA4a ３ 474 ﾍﾝｶﾗ､骨

１
１

Ⅳb 礫96 lA4b6 Ⅳc 炭化物202 1

Ⅳc 108 フレイク qqリリ 781 1AⅣb～Vc 1

Va 土製品10 1
IIIA1c ］

BF－45 TTヘーワ上』α 白 lA3b３ 炭化物

’
qリ
ゾ毎 ⅢB7 1~

Ⅲb－3 1A4a1 骨1 IVA2 1

Ⅳb 礫8 8 礫 20

Ⅳ〈 フレイクqQ
Uゾ

9ワ
ムノ ﾌレイク 161

Va 4 BF－57 Ⅳ〔 1 1

BF 46 BF－58( ）
礫 骨1 1

BF－47 IIa－2

H盤
1］ 1A－ １ 110 BF－59 IIa－2 1 5

IIIb－3 6 IIIAlc 1 Ⅳb

Ⅳ！） ワ1
些入 IIIB7 1 Ⅳに

Ⅳ〔 63 IVA2 ］ BF 60 IIa－2 ５ IA3a 炭化物､州1 154

’Va 15 Ⅲb－ 2 IA3b 1

BF 48 ’Ⅲa lA4a 炭化物1 1 286 Ⅳb ５ ⅢA4b 1

Ⅲb－2 IIlAlc10 骨］ Ⅳ， 55 IA－ 1

Ⅳb ⅣA23 1 Va ２ IIA2 1

Ⅳc 217 ⅦB2 1 Va－2 2 ⅢA2 ］

Va 礫2 別
礫 19

フレイク I］ フレイク 昭
一
１BF－49 TTヘーワ上』Q 白 5 lA4a

国
Ｒ
ｎ

５

１

750 BF 61 IIIB4

~礫
骨3

Ⅲb－2ulb一Z 1A4b ､くンガラb lA41

Ⅳb 2 ⅢB7

Ⅳb 2 ⅣA2

2

Ⅳb ⅣA2

1 』
炭化物I フレイク 1

1 BF－62 IIa－2 礫 炭化物２ I 11

Ⅳc 礫92 23 Ⅳ（ 画

月8

Ⅳb～Va 19 フレイク 70 1 1 42BF－63 TTヘーワI上α 色 1 ⅣB l 炭化物

土製品Va 150 １ WT1 n

lllO－乙 礫b 6 1
BF 50 Ⅳ}〕 ５ 礫 炭化物5 398 Ⅳb フレイク1ワ

上~『

門

Ⅳc ｲﾂR
J白U フレイク 58 骨 Ⅳ（ ３

Va ５ BF－64 炭化物TTヘーヮ
ュ上α 色 １

’
２

礫 略
一
過

169

BF 51 Ⅳb ⅢB7 1 359

ⅣA2 1

礫 5

フレイク 45

~鮎1
1木 5 228

フレイク 10

］

礫

フレイク

礫 5

フレイク

１

畑
－
４

骨 Ⅲb－2 ”
月ﾌレィク

’
Ⅳc 炭化物 Ⅳa 全

侭

Va Ⅳc 116

Va 19

BF 52 TTへ一ワム』α 白 骨 BF－65 炭化物
TVハーワ
』』q ム 礎Ｚ 3 1 46 1版

5 1骨IIb 2 Illb－l
俺

２ クノ
ー
レフ

IIIb－2 ２
Ⅳb ）

Ⅳb 111 ▲
》Ⅳc ワQ

臼』

Ⅳ｛ 91 BF 66 Ⅲb－2 礫1 ３

「
山
司
叫

１

4

炭化物BF 53 Ⅳb lA3a6 214 BF-67 I IIa-2 3 12 礫｜

’

~

Ⅳc ●
il8 lA4a 骨２

|炭化物｜ ｜BF-68 111b-2 ’ 1 IllB5 398
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Ⅲ美々4遺跡

その他

の遺物

その他

の遺物

-↓ 器_L 口 器
丁一

器斗一
」一 器石

へ引
口、！ 備考１号

昌
旧

延
刀

Ｐ
坐
匹 備考 F NCF NC

肖数 占数分類 分類肖数分類占数分類

BF 84ⅢB7 ベンガラ1 ( ）Ⅳa 1

"国
月 BF－86礫Ⅳb 13 1 120

BF－87フレイク38 31Ⅳc （ ’

'。
BF－88 ⅣbⅣb～Va ２276 ~

炭化物BF－89 IVA2 4Ⅱa－2 2 ］16Va

IVA3炭化物 I359ⅣA5BF 69 Ⅳb 49 ’

唇
同BF 90

、
月 IA4a 1 10Ⅳb ２ⅦB2 4258Ⅳ，

不明 フレイク 43ⅧA－ 115Va哉

BF 91 2IIa－2 Z
門

礫

炭化物､ '骨フレイクBF 92 Ⅳb 4 ２フレイク b姉A

乙生

戸
炭化物 BF－QqJJ (）IIIB7 1 95BF－70 lVb

丙r

／0

骨 BF 94 (）礫 3
~

BF－95 Ⅳb -ﾌレイク ２ 108フレイク 15

0BF－96土製品 1

BF－97 Ⅳb 6ⅣbBF 71 1313 、

0炭化物 BF－l銘ⅦB2
4ハ

ト。BF 72 ’IIa－l Ｚ

BF－99 (）礫 1Ⅳc ．1
J」

骨
甸弓

O／BF l()0 31 lA4aⅣc 2フレイク ひ

フレイク I骨片321BF 73 IA4aIIa－2 1 ~

． 炭化物､骨ⅡlB2b 16BF－1()1 lllb－2 1ベンガラ1ⅧA2Ⅲb－2 2 〕

礫炭化物 Ⅳb 111礫 15Ⅳb ７

礫 15BF－lO2 mb－2 2ﾌレイク ？q律』Ⅳ（ 129 』

フレイクⅣb 26 1 (｝土製品 1134Va
一

Ｊ

エヨ

月 Ⅳc 4IVA2
n円

‘／12 ］BF－74 Ⅳ（

BF－lO3 (）ⅧA一 1Va l 6

礫
1F

101BF lO4 Ⅳcフレイク
~

h

炭化物 ７Va21ⅣA2 １BF－75 mb－2 1

Vc 1Ⅳc 18

BF－106 1 1
1Va

~

骨IA4a 158BF 107 ２Ⅱa－2 1礫 ］ 11BF－76 Ⅲb－2 1

炭化物礫Ⅲb－2 2 u
-7レィク 1Ⅳb 1

也
1，

14ﾌレイクⅣb
丙

７Ⅳc

骨 Ⅳc 11512
TT n

lla－ム ］BF－77

Va 1011Va

IA－
旧
阿1461迅

可
ｊ
ｉ BF－108 107Ⅳc礫 1 1（

』宝BF 78 Ⅳc 11

礫 4Va 12フレイク 2

炭化物 フレイク 221礫 10BF 79 Va

18BF 1()9 1Ⅳbﾌレイク 4
卓

屋

炭化物
1ワ
ュ~IⅣclA－ ワ1

畠土1
TTT1 命

1110 乙 1BF 80

間｡､炭1帥qq
vU礫 4BF 110 Ⅳ（ 18礫 1Ⅳb ２

Vf ﾌレイク 29イワ
茜臼フレイク1q

lLJⅣc 〕
~~~

BF－112 0ベンガラIA4a 1 1民月
上9▲リリ1BF 81

ハ
ム

ａ

ｌｌ

1

礫
ハ
ム

ａ
ｌｌ

38炭化物 BF－ll3 ］ⅣA3IIIb－2 ］ソ

】

フレイクIIIb－2 11
国
同
日

ｒ

礫
のT

ムムⅣb 18

●
Ⅳ！〕 Iフレイク 195136Ⅳc

閂

Ⅳ〔Ⅳb～Ⅳc 745

18Va
＝

oワ
ムィVa

5ⅢB4 1BF－ll4 2IIa－2Vc 8

VIB2

’
1炭化物 ⅡIb－3 I肝熾

P.z求

ク
］IBF 83 Ⅳc

ロ

‐ﾌレイク ２
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111 美々4遺跡

焼土出土の遺物

土器

函
画
面

番号番号~ 分類 焼土番号 分類 焼土番号 爵号 焼土番号分． 類 勝号. 分類 焼土番号

BF-48 1 1 7Ⅲb－l1 ⅣcBF－49Va BF－5613 Ⅳb 19 BF－52

BF 70Ⅳb
叩
／
』 BF 49IIa2 ]4 Ⅳc BF－82 20 BF－48Va

ざ

3 BF－52 Ⅳbq BF－71
〃 TF

lO BF－68 BF－lO8
nT

ムL

４

四
四
四

~
~
~

16Ⅳc BF-56 BF-7610 BF－5(） BF－49
00
ムム

〃

剖一
BF-33 1 l］ BF－73 BF 50

| | '2 1 歩

’BF－49 BF－70I

BF－49 ’

｜
毎石器等

|番号
23
．94
－二二

25

材質＃

Ｅ

Ｅ

Ｅ

類

姓

〃

鋤

ザ

Ｉ

Ｉ

分類焼

IA4aB

B

B

分類焼土番号重量(9) 材質 鍔｣分類焼土番号重量(9)
IIIB7 BF-68 6,0 " 29 W製陥BF-70 200.0
IIIAIc BF 56 8.3 " 30 " BF-10 270.0

土製耳飾 BF-49 20.4

分類 焼土番号 重量(9) 材質 鍔． 分類 焼~
Ⅲl ノ杉

ｲf製品
IIIB7 BF－68 6，0 ワQ

全』 B〃

IIlAlc BF 56 8.3 30 BF－lO 270．0
FI
pP

土製耳飾 BF－49 20．4

土番号 重量(9) 番号 材質

孟引

’
（ 0.6）F－90 Obs 26

( 1.2)F－58 Oヴ
ムイ 〃

F－49 （ 2．0） 28

E

dL

I

1
1

Z二

５
１I

刀
ノI.、こと____一L

ノノ

ド／

－K
1 1
1 1 。 ’ 4

～

蕊
■

夛
俄
Ⅲ
Ⅱ
″
凹
叩

－

０

一
一
○

a

７
粉

ａ

つ

L 'f 20c両
I

図135焼土出土の遺物(1)
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号

り

●

図136焼土州十の遺物(2)
■
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ⅡI 美々4遺跡

包含層出土の遺物

(1) 土器

I黒層出土の土器

大きさ

(cm)

大きさ

(cm)

kきさ
' 、

（c、）
雛； 発掘区オ類 番号 分類 発掘区 番号 分瀬 発掘区

凸

2B
D‘,-－64－601 Vb D2-65-21 ６ D2-65-64Vc 11 Vc

Vc D2-65－63 D2 64 72２ ７ 1ワ
ュ白 D2 65 54〃

3 E1-65 23 、’ 65 608
1，

10 D2－65－63〃 〃

夢
E1-65-22 94 ､,－65 64 14 D2－65 64〃

I '5D3 65 54 E,-65 2210 D2-65-64〃 〃

母

II 黒層出土の土器

大きさ

（c、）

大きさ

(cm)

大きさ
' ､

（cmj
番号 分類 発掘区 番号 番号分顛 発掘区 分類 発掘区

D2-65 53 IIb D2-64 991 IIa－2 37 7q
~1J Ⅳb D,－65－7326~1×(33． 1 (6．9)×（ 14．5

２ D2-65-83 38 D2 65 82一×（12．6） 74 D2-65-$ 6×11．0

、,－65－533 －×（ 15．0） 39 D2 64 70
局F

イ｡ E1-65 43 12．5×（l().3）〃

下 ハF

Ll 00ー 40 D2-65 224 I b－4 、, 65－72
句か

／0 －X（7．2）
″

、,－63－87 11 D2-65-41５ IIa－1 フワ
1J 、,－64－69 24．0×2 13~8〃

kつき3区、’－63－88 42 D2-65 51 .
786 17． 1×11．0〃 " "

７ E,－65－33 43 D2-64-47 79 E1-65 32 17．4×17．9〃 〃 "

D2-64-62 E,-65-4244 、,－64－498 8(） 22，7×13．2〃 』1 〃~

D2-63 89 1頁
エリ9 E1－64－05 (29.3)X42.7IIa－2 81 E, 65 32 21 ．2×14．5

〃~

？戸 ハF nへ

巳l_00 JJ 46 Ⅱlb－2 D2-65-60 (27.1)X(23.3 E1-64 2910 82 43.()×（22. (）〃

1ﾜ
ｫﾘE,-65-0311 D2-65－93 22.5)X( 17．7） E,-65-0283 27．0×（2() ~6〃 "

10

上乙 IIa D2-63-89 48 Ⅲb－3 E1-65-22 84 E1-65 41 29~7×（21 ． 1 ）

D2-65-15 191則
上U

戸 ハ『 旬n

lｺJ 1一00一、ム (19．9)X(25.()） 、,－65－5385 (12．6)×(23.2）〃

D2-65-33 50 Ⅲa D2 65-9314 86 D2-65-54 28~2×（28，5）〃

水つき3区
1F

ID E,-65-00 51 E【 65 02IIa－2 87 29~8×31.()"

D2－65－81 52 E, 65 44
戸 戸『ー Tn

Ll_0， lこ 29．8×(23．4）16 88〃

ｌ
ｌ
冒

E,-65 01 53
帝 か『 句命

じ1－00 0｡ 8917 E,－65－42 26，0×(25．91〃 川

E,-65-01 54 E1-65-32 EI-65-2118 27~8×(25．3）90〃

IIIb－1E1-65-40 55 D’－64－6〔） 、, 65 15 32~4×(31 .4）19 )1〃

水つき320
F戸

OoIIb D2-65 15 D2-65－6392 27~4×（23．9）
~

E,-65-22 民ワ
リ~I

戸 戸へ 、戸

E』 1－0．_乙b
り1
台｣ 93 D2 65 04 ( 12．4)X11 ．8〃 』I

Oo
ムム D2-66-63 58 E,-65 44 94 D, 65－62 18，7×（19，4）〃

59E1-64-07 D2-65-80 95 E,－65－21 －×（25．2）23 〃

水つき3区24 D2-65-23 Ⅲb 2 D2-64的60 96 28~()×（25，4）〃 〃

水つき3 1X、,－63－89 6］
n信

乙、 97 D2-65 72 －×（7．0" ~~

水つきl区26 D2-65-52
ハハ

O乙 981 Nc IE,-65-33 8.7×4．0〃

水つき3区D2－65－04 63 Ⅲb－3 E1 65 21ワヴ
白~I

qQ
ゾ型 6．6×3．8〃

●

kつき4区E1-65-23 6428 E, 65 100 (3~ 1）×3．5〃

E,－64－Ol 65 E1 65-4429 E1-65-33 (1() .4） ×9~01ｲ11
4LJl

〃

D2 63-78 E1-65-42jO 66 102 E1 65-29 －X11．8〃 〃

Ⅳb 10.()X5．6D2-65 93 67 E1-65-0331 103 E1-65 33 l().8)X(11．5） 且

４
３
２
３
~
５６Ｅ

E,-65-12qワ
ツ巴 D2-65 65 68 7．5×9．0 1()4 10．8×11．5〃

今

。

ク

ー

２
－
１
妬

Ｈ
｜
愛

Ｂ
Ｄ水つき3区E,-65 43 69

1，

）｡ －×（ 9．5） 105 8~4×19．2l『〃 ■

E, 63=::
か、－24

〃D2-65 13 70
下 ハF ヘT

L1_b、 J1 一×（10．1 ）34 106 ×（ 16．9〃

D2-63-8835
弓1

J』 、’－65－14~ E1-65-43 －X（ 11 ．8）－×（ 8．b） 1ハワ
上1ﾉノ

〃

合
D2-63-98

句の

イム 、, 65－8336 一×（ 8．6） －X（ 11 ．6〃 E, 65－23l()8〃

－21()
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| "潟! ’
大きさ

(cm)

大きさ

(cm)

大きさ

(cm)
発掘Ⅸ 番号 分類 発掘区番号 分類器号 分類 発掘区

EI-65 13Ill.0)X(15.0) ３

３

２

３

~

５

３

６

６
~~

Ｅ

ＥE1-63-33

Vb E1-65-22 209 Ⅳ（Ⅳc 159109
~

E1－65－］0 210160110 E,-65-32 14．0×5．5
"UU

JJ

~

水つき1区 E1-65-42ワ11
と』」(22.0)X(9．6

戸 戸行 司の

巳l一OO－JO 161111 〃

水つきl区 E,-65-33ワ1ワ
ム」白

1戸、

10‘
戸 ハ芦 』 A

L1一03 と土生 (19．6)×(8.() ）11ワ
上ユビ

〃
~

● ~
EI 65-03 ワ1q

白LJ E1 65-23
1戸旬

上00E1-65-23 31.()×22．8
〃11q

」」』

鳴

区

一

３

開

き

一

つ

日

水

E1 65-22
o1バ

ム」坐164E1－65－22 〕5．6×27．3
11 A

ll4
ⅡJ

215E,-65-02165
戸 か「 今、

巳l_00－0｡ 44.() )X(33．0
〃1TE

lLJ
I

E,-65-10E1-65-40
nlハ

ム」0166E1 65-33 34．lx（17．8）
〃11戸

1lb箱

水つき4区'kつきl区 ワ17
当』~『167E,－65－23 32．0×30．5117

L4~』

リ

~E1-65-21E1 65－44 218
戸 ハP の、

に』1 、0－塁｡ －×（19．6） 168118 〃

弧
一
割

５

５

６

６

Ｅ

Ｅ

EI－65－11 ’ 219~169
戸 戸戸 句、

E』 1 ｡、－0乙 17.4×12~5119
U9

jJ
Ｐ
二

水つき2区 220E]-65-47 17020．8×（l() .6120
〃

、ワ 65－3(） 一×（11．9）ワワ1
ムムュ Va

戸 ハ戸 nn

lｺ』1－0ひ_0．171
戸 戸『ー nn

L1－DO 酉｡ 28~9×（18．51121 〃
~

6.7X(7.6)ﾉkつき3区 E1-65－31222
1門、

l／乙E1-65-33 261×･( 14．7）1ウワ
ュ~＝

〃

~

(83)X(12．5）
戸 戸F 11

1ｺ｣ 1 00－」ム
ワワq
白白』EI-65-33

戸 戸F ヘn

Ll－OD ･ム
17Q
4~Iリ21．2×（ 14．5

F1
1ワQ
ユシ』

〃

13．4X(11 ．7）E1 65-03224E,-65－ll29.5×（18．5） 1ワバ
上IまEI-65-33

〃
124 〃

戸 ハ戸 nn

Ll_00 40 6．5X4~6kつき3区 2251ワ目
↓~1J34．4×（15．01‘)民

上ムリ E,-65-42〃

E,－65－lO 18．6X7，3Wc E1-65-13
の、ハ

ムム0176
戸 戸F nn

L1－bO_jd 32~6×（18．5126 〃
~

12．8X9．6E1 65－E1-65－24 ワワワ
白白~』 V〔1ワヴ

ユイィ3()~ l×（ 18．4
戸 戸F nn

LI一DO_0乙
1r》弓

lムイ
"

E,-65－44 43. 1X9．5228E1-65-23178
"

E1-65-43128 31 .()×(22．8）

34.()><(24~4）

〃

弓

E,-65-34
戸 戸戸 nn

Ll 00一‘1J 229 Va1ワQ
L~jLノ

ア ノ、P 心へ

L1一t)O_。。129 〃
~

E,－65－11E1-65 22 230180 〃ｎ
ム

ワ

］

戸
Ｄ
（
ｂ

Ｅ

29~8×（18．713(）
II
rr

E1 64-09ワql
当UユE,-65 44181 〃行 ハF nn

Ll－oO j乙
皿 31~2×（24．8

二
勺

E1-65-13E1 65-22
nnn

色j乙182 〃
E1-65-32 24．9×（ 11 ．7）

1nn

ljム
"

侭二龍二綴
戸 ハ戸 1n

E1－OO_」｡
ワqq
臼UU

〃23．4×（14．5） 183E,-65-33
1nn

l0jD
″

~

二 －－
~

戸 戸F 旬1

L1一OO－OL234E,－65 3327．4×24．6 184E,-65-13
1句~A

LO4 〃

kつき3区
戸 ハF nn

h』 1_b、 O乙 23518526．4×22．7唖 E1-65-24
11

水つき4区E!-65-33
nつハ

ム00186
戸 ハー 、ハ

ヒ』 1－00一ム0 27，8×（13．7）136
~

"

EI-65 13
壽 ハ戸 、命

じ1－0， do
ワQワ
ムIJj187

『』

E,-65 43 29．8×（15~5
1つワ

1，J
〃

E1－65－31E1-65 10 238188
戸 八一 n1

L，－Ob－“
"

Ⅳa138

~ワqQ
色UJ E, 65-21E,-65-131kつき3E 189

、F
JJ

139 〃〃

戸 八F n句

｣ﾕ』 l 00_乙、240E, 65-22190E1－65－33140 〃

~
E1-65-03

戸 戸F nn

巳1－0，一凸｡
ワパ1
白玉入191

戸 ハrー 可へ

巳l－bD lj141 〃

戸 戸〆 八句

L1－OO一do
りバワ
ム竜自E,－65 231Qワ

上v巴Ⅳb E1－65－43142
J』

E1－65－42243E]-65 32193E1－65－42143
〃

水つきl区宿 ハF 旬n

b1一00－，鱒 244194
J戸 ハ戸 n1

Ll 00一O」
〃幽 ~

E1-65－12245
声 ハF nn

｣ｺ』1－D、一乙．195
〃

E,－65－43145
ID
FJ~

El－65－13E1－65－33
n 4ハ

ム40196 〃戸 ハド An

Ll DO_と出邑1461 〃

E] 65-30D2-64-82 247197E,-65 11147 〃

E, 65-23E1-65-42 248198E,-65 20咄
~

D2 64-61249E1 65-41199D2-65 63149
〃~

●

E,-65-23EⅡ－65－24 ０

１

５

Ｆ

ひ

２

２
~

水つき3区 200150
"

二
~

E,-65-31E1-65 23201E,-65-441貝1
旦・上

E, 65-20
nF、

凸｡乙
戸 戸信 甸句

lｺ』1一0ひ_00202 〃

D2-65-82
、

／

］

蝿

Ｆ
ｎ
Ｖ

『
Ｉ
上

153

〃
~

二戸 戸F 旬1

Ll一、｡ 、」
0 戸 戸『 の可

旦l 00_｡」
nF甸

乙｡｡203 〃ｑ
リ
ワ
ヨ

ー
ｂ
ハ
リ

Ｅ

〃

戸 ハィー nn

Ll_b･ ･乙V｝］254E1-65-32204E1-65－31
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″

″

戸

０

Ｒ

Ｉ

Ｆ

、

戸

、

１

１

旬

１
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~

~
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1I1 美々4遺跡

大きさ
/ ､

（Cmノ

大きさ

(cm)

大きさ
ノ 、

（c、）
番号 分類 発掘区 鍔 分類 発掘区 静号 分類 発掘区

籾
一
獅
一
刎
一
如
一
獅

狸

Vb

工
〃

工
〃

丁

“

認

鳴

盟

区

区

一

一

一

４

４

閃

開

開

妬

き

き

一

一

つ

つ

１

１

ｌ

１

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

水

水

５

６

７

８

９

０

６

６

６

６

６

７

２

２

２

２

２

２

Ⅷ
｜
〃
｜
〃
｜
昨
一
〃

〃

４

４

３

３

４

４

４

４

０

４

４

４

~~

~

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

~

~
~
~

１

１

１

１

ｌ

１

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

１

２

３

４

５

６

７

７

７

７

７

７

２

２

２

２

２

２

~
~
~
~
~
~

Ⅶ

〃

〃

〃

〃

〃

４

４

４

４

３

２

４

４

４

４

０

２

~
~
~
~
~
~

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

~

~
~
~
~

１

１

１

１

ｌ

１

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

~
二

二二

■

(2) 石器等

I黒層出土の石器等

鋲

ｌ
寺重昌g)材質番号

0．80bs、 7

1．6 〃 8

0．9 〃 9

(0.3) " 10

0．6 〃 11

(0．7） 〃 12

材質番号●分類

Obs. 13 111B2a

〃 14 VA2

〃 15 ⅣA5

〃 l6 VA3

〃

〃

番号分類

l lA3a

2 〃

3 1A3b

4 1A4a

5 〃

6 〃

３

４

３

４

３

４

区
毛
寺
弔
詞
弔
弔

掘

開

開

砺

髄

砺

開

発
－
２
ｌ
２
ｌ
２

２
－
２
ｌ
２

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

，

分類

IIIAlc

lllB7

111B3

ⅢB7

〃

lllB2a

１ｇ

ｏ

量

９

重

１２

０

２

３

４

－

メ

ー

２

５

２

２

５

~
~

綱

垂

雄

耗

訓

彌

拓

Ｉ

２

Ｅ

Ｄ

E1-65-22 ３

４

２

３

区
毛
弔
毛
毛

掘

砺

開

砺

閃

発
一
ｌ
ｌ
２

２
ｌ
２

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

重量(9) 質
晦
出
岬
ａ

材

Ｏ

Ｓ

ｒ

Ｓ

Ｇ

220~0

5(n.0

1082.0

II黒層出土の石器等

劃
番号分類

l lA3a

2 〃

3 〃

4 〃

5 〃

6 〃

7 〃

8 〃

9 〃

10 〃

11 〃

12 〃

13 〃

14 1A3b

l5 〃

16 〃

17 〃

18 〃

19 〃

20 〃

21 〃

22 〃

23 〃

24 〃

25 1A4a

26 〃

27 〃

28 〃

29 〃

２

２

４

３

３

１

３

３

４

３

２

４

６

３

１

３

３

２

２

４

１

３

３

０

３

２

２

３

３

区
弔
罰
老
刈
も
訓
訓
罰
令
刈
毛
割
引
弔
罰
卦
毛
罰
認
老
毛
刈
毛
毛
訓
宅
寺
毛
老

掘

開

開

開

開

開

綿

開

開

開

開

開

閃

砺

開

妬

閃

開

開

鯛

開

開

砺

閃

閃

妬

開

閃

妬

開

琴
沁
－
２
｜
ｌ
ｌ
２
ｌ
１
ｌ
２
－
２

２

１

２
ｌ
１
ｌ
２

２
－
リ
］
’
２
’
’
’
２
－
２
－
２
ｌ
１

２
－
２

１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
２
－
２
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
１

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

重量g)

0．5

0．8

1 ．7

0．8

1 ．2

0．6

0．8

0．8

1 ．0

1 ．2

0．7

1 ．3

(1.3)

0．7

0~6

1．0

0．6

0．7

0．7

0．9

1 ．2

1 ．0

1．4

ワワ
g･=

0，7

1 ．8

0．7

0．9

1．4

噸
歴
番号

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

月？
~一旦二

53

54

55

56

F局

D/

58

分類

IA4a ４

３

３

：

３

３

２

区
訓
却
毛
枢
剖
宅
宅

掘

髄

開

砺

き

６

６

６

５

５

５

発
畦
叶
咋
や
昨
叶
叶

１

２

２

重愚g)

1．0

1．2

1 ．0

1．5

0．9

0．7

1 ．3

0．7

1 ．7

(1.0)

0．5

0．7

1 ．1

2．9

0．8

2．7

2．7

5．4

4．8

7．4

5．3

（6.5）

6．9

6．4

2．9

40．0

36．6

59．4

5．6

癩
砿
一
〃
｜
〃
｜
〃

番号

貝Q
一旦二

60

61

62

63

64

65

66

一戸声
O／

68

69

70

71

72

73

－胃〒
／4

－房言
／O

弓ハ

ノ0

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

分類 発掘区重園g)

IIAl 水つき3区 4．7

IIA2 E,-65 10 5.9

11A1 D2-65-83 (46)

IIB2 E,-65 43 1 .6

" D2-65-34 3.1

" D2－65 73 0．6

11BI E,-65-42 0.8

111A1d E, 65-41 4．0

" D2-65 鼬 10．0

" E,-65-11 10.l

IIIAlb E｣-65－03 9．5

" D2-65 13 6.0

" D2 65-70 10.0

IIIA1c E,-65-40 6.0

" D2-65-83 94
11IAla E,-65-32 8"8

" E,-65-02 9.5

111Alc E,-65 03 9.2

" D2-65-82 14.0

〃 〃 8．0

IIIAlb E,-65-13 8.0

IIIAld D2-65-25 8.4

IIIA1a E,-65-12 7．0

" D2-65 25 10．0

IIIA1c D2-65－66 22．0

IIIAlb D2-65 33 34.0

IIIAlc D2-65-24 7.3

111Ala E,-65－I3 17.O

ⅢA1b 〃 20．4

材質

Obs‘

工
〃

Sh・

obs．

凸

鵲
〃

〃

〃

〃

″

｜

″

″

″

｜

″

lf

咋
一
唯
一
〃
｜
〃
｜
弛
一
唯
一
〃

D2-65-83

」
３

２

３

５

７

４

７

８

０

２

~
~
~
~
~

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

~
~
~

１

２

２

２

２

Ｅ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

″

｜

″

一

″

｜

″

｜

″

｜

〃

IA4b

IA4a

〃

IA6

1A4b

lA4a

lB1b

lB2a

lB1b

″

″

｜

″

″

｜

″

｜

川

D2-65-83

５

３

４

０

１

３

~
~
~

５

５

５

６

６

６

~

~

２

１

２

Ｄ

Ｅ

，

″

〃
｜
〃
｜
鋤
一
〃
｜
〃
｜
〃

〃

″

訓
一
唯
一
〃
｜
恥
丁
一
〃

恥

E】 65－43

２

７

２

０

３

３

３

４

１

２

９

８

４

８

１

９

２

７

１

３

~

~
~
~
~
~

~
~
~

５

３

５

５

５

５

５

５

５

５

６

６

６

６

６

６

６

６

６

６

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

２

２

１

２

１

２

１

２

１

１

，

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

●

IB2a

lB1a

〃

IA4a

lB2a

lB1a

lB2b

llA2

″

″

｜

″

｜

″

″

″

｜

″

｜

〃

丘

Obs

●

唯
一
凱

〃

″

｜

″
●

D2-65-44

－212－



III 美々4遺跡

重剴g)材質
200.0 Gni｣

120．0 〃

180．0 〃

重笥g)
ハ ロ

Lznl

120.0

〃

重量g) 材質発掘区犀 重ﾖg)|材質||番号｜
2701 0bs. ||1381

材質

13827．0

番号 分類発掘区分類発掘区分類
血RR

u･U垂飾
帝 ハ行 1句

L1－OO－lD188ⅧA2 E1-63-07D2-65-53ⅢA1b88

水つき1区 ワ 1
1.ユ189D2-65-62

〃1qq
4リゾD2-65－44 ワ 1

＝ロ 上

〃
IIIA2 〃89

水つき2区 11．0190E1-65-00 〃
Sh 1404．5D2 65-5390 〃

、

、aE,－65－31 16．8水つき2区 1Q1
LJユ260.0Obs 1416．5EI-65-12

J1

91 〃

Tn
~人a25．8E1-65-43192E1-63-26 310.0

』』ハ’

しne
14ワ
L詮臼E1 65-02

1F ~月

10．坐
』』蛇 〃

水つき4区瑛状耳飾 Q7
VD ~『

1qQ
LJUE1-65 21 0.5

rn
lq

■■

■■obs 143E2-65－33IIIB2aQ2
ぜり

Mud．垂飾 21．0E,-65-12194NeE1－65－l2 0~2144ShE2 65-4394 〃

Che水つき1区
1つ
上,｡195Ta

戸 ハF nl

L1－OO_乙I 0.3
11

145D2-65-54
〃I

95 〃

水つき4区 ワワワ
ー臼､臼 Pu、Ne 196E1-65-33弾 146Obs

〃

D1-65-83ⅢB7
"鮠

3．8E,-65-131Q'7
LJ~P0．4 〃

147Sh 〃

D2-65-82 〃ⅢB2bOワ

［
石棒片 Bl－M唖EI-65-22 9．0Per・ ' '1980，6148ⅢB7

戸 ハ「 ワn

L1_00 Oム
〃

98 〃

水つき4区 44．8 『』1QQ
LJJ0．2 〃

149obsD－65－44
〃

IIIB499

E]-65-33 28．2 〃200T穴
~LqE1-65-41 0．3 』

150
戸 ハ〆 句n

L1一00一・乙mB7
『『

100
〃

水つき4区 86．30.5 Ne 201E】－65－33151E,－65－31
〃

101
装飾品(ア
ンモナイト） 350.0

石 戸F nl

｣ﾕ』 I_bO一乙I2020．5152 〃
Sh 〃

E,-65－32102 J』

0．2｜
叩
一

103 E1-65-13サメの歯203E1－65－22 0．5 1 ､句
lq

可Fn

l｡。obsⅢB3 EⅡ－65－33

水つき3区 0．22040．3
l

ne 154E,-65-13ⅢB7
〃皿

0．1
石 戸F 1n

L1一DD－Iム155 Ne 205
帝 ハF n句

L1一00一○0 0．7 〃

ObsE1-65-02ⅢB3105

磐製鴬 Tu水つき3区’ 140.0E,-65-31 0.7 ZO6156
〃雨 戸F nl

L1一D･一4」IIIB7106

480.0D2-65－64 〃
0．6 Ta・ ’ '207Tハ

~」a

戸 戸F nn

E｣ 1－0，－乙・157EI 65-32
〃

107 〃

420．0D2-64－692080．3E,-65-22
l』

158石 戸F 1n

L1_、｡_10
〃〃

●

召

108

D2－65－73 4㈹､0
11

水つき4区 2091．0 〃
159

〃

D2-65-74109 〃

|210 205．0D2-65-72 〃

E1-65－22 1 ． (） 〃
160D,-65-74~

〃

ⅢB5110

1

D,-65 83~ (l侭.O） 〃ワ11
全』』0．6

戸 八Fー nn

L1－bO－O乙
』I

161E1-65-()1
〃〃

111 〃

(瓢).0）D2-65 52212E,-65－22 1 ．0 〃1ハn

LD4
111 句

L 、0El－65－43
リ

X
『I
IJ11ワ

ュュム
~

kつき3区 335.0
〃

水つき4区
ワ1Q
4－LJ0．8 〃

163
〃

｡1,-M血50．0E1-65－42ⅣA311q
上4J

〃365.0E1 65－23ワ14
と上今士Ne

戸 ハF, nn

Ll一b･_,』。 1.0164D2-65-94 140.0
』I

ⅣA2
Ⅱ

114

205.0E1-65-43 〃215Tn
LQ1．0D2-65-24

"

1651pgD2-65-82 112.0
〃『『~~

－

| 166

167

166

115 〃

1〈つき4区 405.0kつき3区 2160．8 〃〃

720．0E1－65 03116
360.0E, 65-23 ″’〃 1区 1 .0 〃 217

1 ．8Ne， 218

1 .3Ta. 219

1 .0 〃

218l ‘8

Ta

〃

110.0D2-65-93、 『I

(加.0）E1-65-43 〃

E!-65-3381-M血 168320．0E1-65-03ⅣA5118
１
４
２
２
~~
５
５
６
６~~

Ｅ
Ｅ

(1帥0 〃

Ikつき1区169Mud520.0 〃

L 119 』

(流.0D2-65-34｜
卸 3区 220 〃

0.8Bl-M血 170
fI

220.0
戸 かF の旬

E』1－00一空｡
11

kつき1区土製耳飾 1 ．6「
１
２ワ

］0．9 Iノ
M血． 1ワ1上1入水つき4区

〃

20．0ⅣB121

6．1E1 65-412221．5E1-65-32And 1ワワ」I白320.0
〃

、,－65－62VAl
1句O

Lムム
~

7．3E,-65－12ワワQ
全日』･E,－65－23

〃

Pel 1ワq上1J540.0 lノ

D2-65-74123

E1-65-44 6．3224E】－65－33 1 .3 〃〃
174３ハ

リ
声
０
６

２

，

210.0VA2哩

E1-65 32 11．81．81 〃 ’ 225水つきl区
1月F

ljr）Per240.0E,-65-()]1ワR
L酵V

〃

18．8E,-65-022261 ．0E,-65-11
1弓戸

l/、

1ワワ
ユリイ

E1-65－42 320．0 〃
126

18． 1E,-65-421．6 〃 ’ '227〃E1-65-32
〃

250．0 〃

E,-65-03VB］1ワ'7
上巳~』

ba

15．9E1－65－30｜
配

228E1 65-23
、が

色．、178表練 820，{）ⅣAl
／

水つき3区 4．3229E1－65－44 1 ．8And ”
｜
剛
一
血血

D2-65-23 1鰯〕,0
『I

ⅣA2● 1ワQ
上今ヅ

9．8｜
蜘
一
皿

E1－65－l36.9 Ne. 230

0．9 〃 231

2．5 〃 232

2．8Ta、 233

0．5 0bs， 234

3.7Aga.235

3．2 Ta、 236

L7 " |237

Ne

ワql
当J上0．9 〃

ワqq
とJJ2.8

obs0.5

Aga
の、屑

ムひひ
1弓

〕 ，イ

Ta. |3．2 n句ハ

ム00

n勺岸

畠、／
1 ワ

L ，イ

D2-65-33((勘.0D2－65 63
〃

ⅣA3
〃

10．7
戸 戸戸 のn

Ll_、、_乙ひE1-65-43
〃

一
唖

SaE1-65 32VIB2
9．2E, 65-03E, 65－13水つき2区VHBl1qワ

ェリ骨

I「

水つき3区 8．4″
〃183 ″

D2-65-44
〃蝿

(14.6）水つき1区垂飾 D2-65-73
〃

184D2－65 62134 〃

色
』 16．7E,-65－33｜

｜
’

E,-64－29
〃

185GIan．H、(）D2 65－25VB3135 ~

25．6E]-65－40E1-65－42186AndD2 65 82 K、.(） 〃

器 |('9.01( 19．0）E, 65-02kつき4区
"
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